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最 新 原 稿 を エ ク ス テ ン シ ョ ン 講 義 用 に 編 集 し て 。  

講 座 ：「 ホ ロ コ ー ス ト は な ぜ 起 き た の か ？ 」 の Pdf 配 布 資 料 に 。  

 

― ― ― ― 最 新 原 稿 （ タ イ ト ル と 目 次 ） ― ― ― ―  

第 三 帝 国 の 戦 争 政 策 と ユ ダ ヤ 人 迫 害  

― ― ポ ー ラ ン ド  1939 年 9 月 ～ 1941 年 ６ 月 ― ―  

永 岑 三 千 輝  

 

は じ め に  

１ ．  奇 襲 攻 撃 ・ 電 撃 的 制 圧 と ポ ー ラ ン ド 人 指 導 者 層 の 殲 滅  

２ ．  総 督 府 統 治 と 保 留 地 構 想 段 階 の 追 放 ― ― 1940 年 春 ま で  

３ ．  対 英 仏 戦 争 と 追 放 ・ ゲ ッ ト ー 化 強 行 ― ― 1941 年 春 ま で   

４ ．  全 般 的 衰 弱 ・ 大 量 的 餓 死 へ の 道  

お わ り に  

― ― 対 ソ 戦 勝 利 の 確 信 の も と で の 新 た な 追 放 構 想 ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

 

キ ー ワ ー ド に よ る 概 観  

 

は じ め に  

【 研 究 史 と の 関 係 】 戦 争 （ ポ ー ラ ン ド 侵 攻 、 西 部 戦 線 、 独 ソ 戦 、 世 界 大

戦 、 総 力 戦 ） の 展 開 と 過 激 化  

【 問 題 意 識 】ヒ ト ラ ー・ナ チ ズ ム の 根 本 目 標 と ホ ロ コ ー ス ト と の 関 係・・・ 

   「 ユ ダ ヤ 人 絶 滅 政 策 」 と い う 見 方 の 問 題 性 、 歴 史 認 識 の ゆ が み  

 【 根 本 目 標 】世 界 強 国 の 建 設 、生 存 圏 の 獲 得 、ソ 連 ・ そ の 周 辺 征 服 に よ る

東 方 大 帝 国 建 設  

【 意 図 派 と 機 能 派 】「 機 能 派 」 の 勝 利 か ？ ど ん な 意 図 と ど ん な 機 能 の 組 み

合 わ せ な の か 、 立 体 的 総 合 的 把 握 が 必 要 だ と の 見 地 か ら 。  
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【 抑 圧 か ら の 解 放 の ナ シ ョ ナ リ ズ ム と 抑 圧 正 当 化 の ナ シ ョ ナ リ ズ ム 】  

   民 主 主 義 的 国 際 主 義 的 な ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 存 在  

【 宗 教 的 反 ユ ダ ヤ 主 義 と 人 種 主 義 的 反 ユ ダ ヤ 主 義 】 後 者 は 他 民 族 支 配 を

正 当 化 。 人 種 ・ 民 族 に 階 層 性 あ り 、「 上 の 人 種 」 民 族 が 「 下 の 人 種 」

民 族 を 支 配 し て 当 然 。 最 底 辺 に ユ ダ ヤ 民 族 を 位 置 付 け る 。  

   19 世 紀 ～ 20 世 紀 前 半 （ 植 民 地 主 義 ・ 帝 国 主 義 ） に 支 配 的 な 考 え 方  

【 膨 張 的 他 民 族 抑 圧 支 配 の 戦 争 開 始 と ユ ダ ヤ 人 迫 害 】  

   ポ ー ラ ン ド 侵 攻  

   当 時 の 世 界 の 帝 国 主 義 の 流 れ に 巻 き 込 ま れ た ス タ ー リ ン ・ ソ 連 の 大

国 主 義 の 問 題 性 ・ ・ ・「 社 会 帝 国 主 義 」  

 

１ ． 奇 襲 攻 撃 ・ 電 撃 的 制 圧 と ポ ー ラ ン ド 人 指 導 者 層 の 殲 滅  

【 ポ ー ラ ン ド 攻 撃 準 備 】  

1939 年 5 月 23 日 「 白 作 戦 」 発 令  

【 独 ソ 不 可 侵 条 約 】  

   ヒ ト ラ ー の 帝 国 主 義 と ス タ ー リ ン の 大 国 主 義 の 握 手   

   ポ ー ラ ン ド 第 四 次 分 割  

【 指 導 者 層 の 除 去 と ポ ー ラ ン ド 人 の 労 働 奴 隷 化 方 針 】  

  「 ポ ー ラ ン ド の 絶 滅 」・ ・ ・ そ の 意 味 は 、「 指 導 者 な き 労 働 民 族 」  

【 人 種 主 義 的 帝 国 主 義 の 階 層 的 支 配 構 想 と ポ ー ラ ン ド 人 ・ ユ ダ ヤ 人 の 位

置 づ け 】  

【 謀 略 ・ 宣 戦 布 告 な き 奇 襲 攻 撃 と ポ ー ラ ン ド 人 知 識 階 級 の 殲 滅 作 戦 】  

【 世 界 史 の 新 し い 時 代 の 始 ま り 】  

【 親 衛 隊 ・ 警 察 の 特 別 出 動 部 隊
ア イ ン ザ ッ ツ グ ル ッ ペ

に よ る 殲 滅 作 戦 】  

【 進 駐 ・ 殲 滅 準 備 は 1939 年 5 月 か ら 】  

【 民 族 ド イ ツ 人 自 己 防 衛 隊 の 協 力 】  

【 抵 抗 ・ 暴 力 沙 汰 へ の ヒ ス テ リ ッ ク な 報 復 】  

【 精 神 病 患 者 の 殺 害 】 ド イ ツ （ ド イ ツ 人 ） の 中 で も 「 安 楽 死 」 作 戦 。 し
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か し 、 併 合 地 域 に お け る 精 神 病 ユ ダ ヤ 人 は 真 っ 先 に 殺 害 。    

【 親 衛 隊 ・ 警 察 に よ る 占 領 地 鎮 定 と 国 防 軍 】  

「 清 潔 な 国 防 軍 」 神 話 と 実 態 ・ ・ ・ 90 年 代 、 国 防 軍 犯 罪 展 に よ る 啓 蒙  

【 な お 大 多 数 の ユ ダ ヤ 人 は 故 郷 に 】  

【 ド イ ツ 併 合 地 域 の ポ ー ラ ン ド 人 、 ユ ダ ヤ 人 】  

  マ ジ ョ リ テ ィ ・ ポ ー ラ ン ド 人 と 「 生 贄 」 と し て の  

マ イ ノ リ テ ィ ・ ユ ダ ヤ 人  

 

２ ． 総 督 府 統 治 と 保 留 地 構 想 段 階 の 追 放 ― ― 1940 年 春 ま で  

【 総 督 府 設 置 、 支 配 者 と し て の 課 題 ・ 意 識 ・ 行 動 】  

【 併 合 地 域 ド イ ツ 民 族 性 強 化 ・ ゲ ル マ ン 化 政 策 と 追 放 】  

【「 労 働 民 族 」 ポ ー ラ ン ド 人 と 追 放 対 象 ユ ダ ヤ 人 】  

  1940 年 春 、 ヒ ム ラ ー 覚 書  

【 電 撃 的 勝 利 と マ ダ ガ ス カ ル へ の 追 放 計 画 】 前 提 は 、 フ ラ ン ス の 完 全 な

降 伏 と 海 上 覇 権 ・ ・ ・ 戦 争 継 続 で 、 そ の 可 能 性 な し 。  

【 短 期 的 措 置 と し て の ユ ダ ヤ 人 「 清 掃 」】  

【「 帝 国
ラ イ ヒ

ゲ ッ ト ー 」 設 置 構 想 と 移 送 開 始 、 し か し 中 断 】  

【 1939 年 12 月 の 総 督 フ ラ ン ク の ユ ダ ヤ 人 保 留 地 構 想 】 総 統 府 統 治 課 題

の 難 問 群 ・ ・ ・「 最 終 的 に 肉 体 的 に ユ ダ ヤ 人 種 を 片 付 け る 」  

【 1940 年 3 月 、 保 留 地 構 想 の 放 棄 、 住 民 入 れ 替 え 計 画 の 推 進 】  

【 構 想 の 混 乱 と 近 距 離 計 画 の 具 体 化 】 ヒ ム ラ ー に 次 ぐ ド イ ツ 警 察 機 構 ナ

ン バ ー ツ ー ・ ラ イ ヒ （ 帝 国 ） 保 安 本 部 ⾧ 官 ハ イ ド リ ヒ の 計 画  

 

３ ． 対 英 仏 戦 争 と 追 放 ・ ゲ ッ ト ー 化 強 行 ― ― 1941 年 春 ま で  

【 対 英 仏 戦 時 経 済 体 制 構 築 と 労 働 力 の 必 要 性 】 第 三 帝 国 ナ ン バ ー ツ ー 、

ゲ ー リ ン グ 4 か 年 計 画 庁 ⾧ 官 の 課 題 … 戦 時 経 済 構 築 、 労 働 力 の 隘

路 ・ ・ ・ 大 量 動 員 と の 関 連 。 農 業 労 働 力 … ポ ー ラ ン ド 人 を 西 方 へ 。  

【 ド イ ツ 人 入 植 者 の 農 地 ・ 宅 地 の 必 要 性 、 総 督 府 の 受 け 入 れ 困 難 事 情 】 
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  東 欧 か ら 民 族 ド イ ツ 人 を 併 合 地 に 。 そ の た め に は ポ ー ラ ン ド 人 追 放

必 要 。 総 督 府 に は そ の 受 け 入 れ 余 地 が な い 。  

【 第 二 近 距 離 計 画 の 遅 延 と 第 三 近 距 離 計 画 】  

  1940 年 3 月 ま で に 併 合 地 か ら 11 万 人 を 追 放 。 し か し 、・ ・ ・  

 

４ ． 全 般 的 衰 弱 ・ 大 量 的 餓 死 へ の 道  

  【 ゲ ッ ト ー 化 強 行 の 正 当 化 】  

 

お わ り に ― ― 対 ソ 戦 勝 利 の 確 信 の も と で の 新 た な 追 放 構 想 ― ―  

【 対 ソ 戦 準 備 と 過 密 化 ・ 伝 染 病 蔓 延 ・ 大 量 死 】  

【 ユ ダ ヤ 人 追 放 の 新 た な 展 望 】  

1941 年 春 か ら 6 月 開 戦 ま で  

 

現 代 的 教 訓  

・ ・ ・ 人 種 主 義 ・ 排 外 的 民 族 主 義 ・ 多 民 族 蔑 視 の ナ シ ョ ナ リ ズ ム な ど

は 、 小 さ な 芽 の う ち に 摘 み 取 る 必 要 が あ る 。  

 肥 大 化 し 、 政 治 権 力 と 結 び つ き 、 さ ら に 増 ⾧ す れ ば 、 と ど め よ う が

な く な る 。  
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は じ め に  

 

【 研 究 史 と の 関 係 】  

 

 こ れ ま で の 欧 米 の 研 究 の 到 達 点 か ら 、 膨 張 的 ナ シ ョ ナ リ ズ ム に よ る ユ ダ

ヤ 人 迫 害・強 制 移 住・殺 戮 が 開 戦 と と も に 急 速 に 過 激 化 し 、戦 争 の ⾧ 期 化・

総 力 戦 化 ・ 世 界 大 戦 化 に よ り 累 進 的 段 階 的 に 迫 害 ・ 殺 戮 が 先 鋭 化 し た こ と

に 触 れ た 。 そ れ は 何 も 特 別 な こ と で は な く 、 第 三 帝 国 ユ ダ ヤ 人 政 策 の 研 究

で 古 典 的 と 称 さ れ る ア ー ダ ム の 研 究 が 「 戦 争 と ユ ダ ヤ 人 と を 結 び つ け る 中

で 狂 気 へ と 向 か っ た 」 ダ イ ナ ミ ズ ム 、 追 放 政 策 か ら 絶 滅 政 策 へ の 移 行 を 第

二 次 大 戦 の 画 期 と 対 応 さ せ つ つ 指 摘 し て い る 1。  

 

【 問 題 意 識 】「 ユ ダ ヤ 人 絶 滅 政 策 」と い う 見 方 の 問 題 性 ・歴 史 認 識 の ゆ が み  

 

拙 稿 の 一 貫 し た 問 題 意 識 、 研 究 史 批 判 的 な 問 題 意 識 に つ い て こ こ で 一 言

す れ ば 、 ヒ ト ラ ー ・ ナ チ ズ ム の 「 生 存 圏 」 獲 得 を 目 指 す 人 種 主 義 的 で 膨 張

的 な ナ シ ョ ナ リ ズ ム と 帝 国 主 義 、 そ の 必 然 的 暴 発 と し て の 征 服 戦 争 ・ 世 界

戦 争 、 そ の 挫 折 ・ 敗 北 過 程 と い う 中 心 的 政 策 と の 関 連 で 、 そ の 一 要 素 ・ 部

分 現 象 と し て 反 ユ ダ ヤ 主 義 や ホ ロ コ ー ス ト を 位 置 付 け る と い う 見 地 で あ る 。 

 

【 根 本 目 標 】 世 界 強 国 の 建 設 、 生 存 圏 の 獲 得 、 ソ 連 ・ そ の 周 辺 の 征

服 ・ 東 方 大 帝 国 建 設  

 

『 わ が 闘 争 』は 、第 1 巻 副 題「 清 算 」 2が 端 的 に 示 し て い る よ う に 第 一 次

大 戦 の 敗 北 ・ ヴ ェ ル サ イ ユ 体 制 を 「 清 算 」 し て 、 捲 土 重 来 、 生 存 圏 確 保 ・

拡 大 を 目 指 し 、 東 方 大 帝 国 建 設 （ ソ 連 と そ の 周 辺 国 家 の 征 服 ） を 一 貫 し て

目 標 と し た 3。 そ の 発 動 と し て の 独 ソ 戦 で の 2500 万 人 と も 2700 万 人 と も

い わ れ る ソ 連 の 犠 牲 者 を 適 切 に 歴 史 像 に 位 置 づ け 、 た と え ば 、 対 ソ 戦 の 最
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初 の 半 年 間 に 数 百 万 の ソ 連 戦 時 捕 虜 を 餓 死 さ せ た こ と を 同 じ 半 年 間 の ユ ダ

ヤ 人 殺 戮 50 万 と 対 比 し て 、 立 体 的 に 理 解 す る こ と が 必 要 だ と い う 見 地 で

あ る 4。  

す な わ ち 、 民 族 帝 国 主 義 の 体 系 の 中 で 反 ユ ダ ヤ 主 義 を 位 置 付 け る と い う

見 方 で あ る 。 ヴ ェ ル サ イ ユ 体 制 を 不 当 と 感 じ 、 反 対 し て い た の は ド イ ツ 国

民 の 圧 倒 的 多 数 で あ っ た 。 し か し 、 ヒ ト ラ ー ・ ナ チ ズ ム の 論 理 は 膨 張 的 な

東 方 へ の 「 生 存 圏
レーベンスラウム

」 獲 得 に あ っ た 。 そ の 構 想 と 論 理 は 、 草 稿 の ま ま 未 公 刊

に さ れ た （ し た が っ て 秘 密 に さ れ た ）『 ヒ ト ラ ー 第 二 の 書 』（ 立 木 勝 訳 、 成

甲 書 房 、2004）、『 続 ・ わ が 闘 争 』（ 角 川 文 庫 、2004）に お い て「 粗 野 な 、激

し い 言 葉 」（ 同 、 402） で 露 呈 し て い る 5。  

そ れ が 示 す の は 、 ナ チ ズ ム を 「 ド イ ツ 保 守 主 義 の 一 系 譜 」 と み る だ け で

は 不 適 当 だ と い う こ と で あ る 。 ヒ ト ラ ー や ナ チ ズ ム が ド イ ツ 保 守 主 義 の 系

譜 に 属 す る も の と 位 置 づ け る の は 間 違 い で は な く 、 大 衆 的 基 盤 の 形 成 ・ 動

員 の 理 解 で は 意 味 あ る と し て も 、 世 界 戦 争 を 発 動 し 二 度 目 の 世 界 戦 争 を 遂

行 す る ナ チ ズ ム の ダ イ ナ ミ ズ ム と 独 自 性 を 総 体 的 内 在 的 に 把 握 す る こ と は

で き な い で あ ろ う と い う 問 題 意 識 で も あ る 。  

第 三 帝 国 の 諸 勢 力 ・ 権 力 エ リ ー ト の 相 互 関 係 、 権 力 の 構 造 、 そ こ に お け

る 伝 統 的 諸 勢 力 と の 同 盟 か ら 融 合 へ の 移 行 を み る に と ど ま ら ず 、 さ ら に 進

ん で 総 力 戦 下 で の 融 合 の 実 態 を み る べ き で は な い か 、 そ し て 融 合 か ら 亀 裂

へ の 過 程 に お い て み る べ き だ と い う こ と で も あ る 。伝 統 的 勢 力 と ヒ ト ラ ー・

ナ チ 党 首 脳 部 の 亀 裂 と 前 者 に よ る ク ー デ タ ー 計 画 は 総 力 戦 敗 退 と い う 戦 時

期 の 分 析 な し に 理 解 し え な い の で あ り 、 権 力 構 造 内 部 の 変 遷 を 戦 争 総 体 の

な か で 見 る こ と で し か 、 把 握 で き な い と い う 見 地 で あ る 6。  

 

【 意 図 派 と 機 能 派 】「 機 能 派 」 の 勝 利 か ？  立 体 的 総 合 的 把 握 の 見 地 か ら 。  

 

意 図 派 と 機 能 派 の 論 争 と 実 証 研 究 の 積 み 重 ね で 明 ら か に な っ て き て い

る こ と だ が 、ヒ ト ラ ー が ユ ダ ヤ 民 族 の 絶 滅 を め ざ し て い た な ど と い う の は 、
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彼 の 思 想 体 系 、 政 策 体 系 を 見 失 っ た 見 方 で あ る 。 ヒ ト ラ ー ・ ナ チ ス が ド イ

ツ 国 民 大 衆 を 引 き 付 け 、 そ の 国 民 的 エ ネ ル ギ ー を 高 揚 さ せ た の は 、 反 ユ ダ

ヤ 主 義 で は な く (そ れ が 第 一 で は な く )、 ヴ ェ ル サ イ ユ 体 制 か ら の 解 放 に 集

約 さ れ る ナ シ ョ ナ リ ズ ム で あ り 、 ひ と た び そ の 解 放 を 実 現 し た 暁 で の 膨 張

へ の 飛 躍 、 生 存 圏 の 獲 得 、 世 界 強 国 を 再 建 す る ナ シ ョ ナ リ ズ ム 、 す な わ ち

「 民 族 社 会 主 義 革 命 (Revolution des Nat ionalsoz ial i smus)」7と そ の 栄 光 (実

際 に は 、そ し て 帰 結 か ら 見 れ ば 幻 想 )で は な か っ た の か 。そ う し た 転 回 を 踏

ま え る と い う 見 地 が ホ ロ コ ー ス ト 研 究 ・ 叙 述 に お い て 軽 視 さ れ 、 ホ ロ コ ー

ス ト 全 般 の 叙 述 に お い て 適 切 に 位 置 づ け ら れ て い な い の で は な い か 。 そ う

し た 歪 み は 、 両 大 戦 間 の 世 界 列 強 の 支 配 的 潮 流 を 見 失 い 、 東 方 大 帝 国 建 設

を 目 指 し た 第 三 帝 国 の 敗 北 を 知 っ た 上 で の 歴 史 意 識 で は な い か 。 そ れ は 、

六 百 万 人 と い う ユ ダ ヤ 人 殺 戮 の 帰 結 だ け を 見 た 結 果 論 に す ぎ な い の で は な

い か 8。ヒ ト ラ ー・第 三 帝 国 の 完 全 な 敗 北 と い う 最 終 的 結 果 で 東 方 大 帝 国 建

設 と い う 基 本 目 標 が あ た か も 初 め か ら な か っ た か の よ う に 消 え う せ た の に

対 し 、 そ の 基 本 目 標 達 成 た め の 戦 争 過 程 、 そ の 敗 北 過 程 で 帰 結 し た 600 万

人 の ユ ダ ヤ 人 と い う 殺 戮 だ け が 、 あ た か も 最 初 か ら の 目 標 の 顕 著 な 決 定 的

実 現 と 見 え て い る の で は な い か 。 し た が っ て 、 こ れ ま で の ホ ロ コ ー ス ト 研

究 は 、そ れ を 目 標 と し て い た か の 如 く 錯 覚 し て き た の で は な い か 9。単 純 化

し て い え ば 、 ヒ ト ラ ー と 第 三 帝 国 の 民 族 主 義 （ 民 族 帝 国 主 義 ） の 目 標 と そ

の 一 手 段 の 混 同 で は な い か る 。  

 

【 抑 圧 か ら の 解 放 の ナ シ ョ ナ リ ズ ム と 抑 圧 正 当 化 の ナ シ ョ ナ リ ズ ム 】  

民 主 主 義 的 ・ 国 際 主 義 的 な ナ シ ョ ナ リ ズ ム  

 

 膨 張 的 他 民 族 抑 圧 的 ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 意 味 合 い に つ い て 、 付 言 し て お け

ば 、 そ れ と は 対 立 的 な ナ シ ョ ナ リ ズ ム も あ る 。 同 じ ナ シ ョ ナ リ ズ ム と い っ

て も そ の 諸 形 態 は 厳 密 に は 諸 政 党 ・ 諸 個 人 に 即 し て 区 別 し て み て い く 必 要

が あ る 。 た と え ば 、 第 一 次 大 戦 後 結 成 さ れ た ド イ ツ 民 主 党 の な か で も 航 空
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機 産 業 の 開 拓 者 フ ー ゴ ― ・ ユ ン カ ー ス の よ う な 国 際 主 義 的 ナ シ ョ ナ リ ズ ム

が あ る 。 ま た 、 同 じ く 創 立 間 も な い ド イ ツ 民 主 党 に 入 党 し た マ ッ ク ス ・ ウ

ェ ー バ ー は 、 ド イ ツ ・ ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 精 神 で 一 貫 し て い た が 、 戦 時 中 、

併 合 主 義 的 ナ シ ョ ナ リ ズ ム （ ド イ ツ 祖 国 党 の そ れ ） に は 厳 し く 反 対 で 、 非

併 合 主 義 的 な 団 体「 自 由 と 祖 国 の た め の 人 民 同 盟 」に 加 わ っ て い た と い う 。

つ ま り 、 自 由 主 義 的 民 主 主 義 的 ナ シ ョ ナ リ ズ ム も あ る 1 0。  

 

【 宗 教 的 反 ユ ダ ヤ 主 義 と 人 種 主 義 的 反 ユ ダ ヤ 主 義 】  

 

 ユ ダ ヤ 人 迫 害 の イ デ オ ロ ギ ー と し て の 反 ユ ダ ヤ 主 義 も 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 キ

リ ス ト 教 社 会 の 二 千 年 の 歴 史 を 貫 通 す る 側 面 を 持 つ と 同 時 に 、 そ の 発 現 の

諸 要 因 と 強 弱 、 迫 害 の 程 度 ・ 規 模 な ど は 、 そ れ ぞ れ の 時 代 と そ れ ぞ れ の 社

会・国 ご と に 違 っ て い る 1 1。ド イ ツ に お い て も 、ま た ナ チ 党 の 歴 史 に お い て

も 、 一 貫 性 の 面 と 全 体 的 権 力 状 況 と の か か わ り で の 段 階 的 相 違 の 面 を 見 て

い か な け れ ば な ら な い 。 そ の 方 法 的 見 地 で 反 ユ ダ ヤ 主 義 の 膨 張 的 ナ シ ョ ナ

リ ズ ム の 過 激 化 と の 相 関 関 係 の 中 で ホ ロ コ ー ス ト の 展 開 を た ど っ て い き た

い 1 2。  

 

【 膨 張 的 他 民 族 抑 圧 支 配 の 戦 争 と ユ ダ ヤ 人 迫 害 】  

 

そ の 膨 張 的 ナ シ ョ ナ リ ズ ム で あ る が 、第 三 帝 国 の ポ ー ラ ン ド 攻 撃・戦 闘・

占 領 が ま さ に そ の 決 定 的 な 過 激 化 の 第 一 段 階 で あ っ た 。 こ の 段 階 で ユ ダ ヤ

人 は ど の よ う な 状 態 に 置 か れ た の か 。 一 年 七 か 月 後 、 す な わ ち 、 独 ソ 戦 開

始 直 後 の 1941 年 3 月 ま で に ナ チ 国 家 に 提 起 さ れ て い た 問 題 群 は ど の よ う

な も の で あ っ た の か 。 そ の 状 況 の な か で ユ ダ ヤ 人 は ど う し た 位 置 に 置 か れ

て い た の か 。 ヒ ト ラ ー ・ ナ チ 国 家 は そ の 問 題 群 を ど の よ う に 解 決 し て い こ

う と し た の か 。 こ う し た こ と を VEJ 史 料 集 第 4 巻 に 依 拠 し て 1 3確 認 し て お

き た い 1 4。  
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１ ．  奇 襲 攻 撃 ・ 電 撃 的 制 圧 と ポ ー ラ ン ド 人 指 導 者 層 の 殲 滅  

 

【 ポ ー ラ ン ド 攻 撃 準 備 】 1939 年 5 月 23 日 「 白 作 戦 」 発 令  

 

 列 強 英 仏 伊 と の ミ ュ ン ヘ ン 協 定 で ズ デ ー テ ン を 併 合 し 、 さ ら に チ ェ コ 人

を 主 た る 住 民 と す る ベ ー メ ン ・ メ ー レ ン を 保 護 領 支 配 下 に 置 い た ヒ ト ラ ー

は 、 ポ ー ラ ン ド に 対 し て も 要 求 を 突 き 付 け た 。 彼 の 要 求 に は 、 ヴ ェ ル サ イ

ユ 条 約 で 飛 び 地 領 土 に な っ た オ ス ト プ ロ イ セ ン へ の 「 回 廊 」 通 過 ア ウ ト バ

ー ン と 鉄 道 連 絡 、 ダ ン ツ ィ ヒ の ド イ ツ へ の 合 併 、 そ し て 反 コ ミ ン テ ル ン 協

定 へ の 参 加 が あ っ た 。 ポ ー ラ ン ド を 第 三 帝 国 の ジ ュ ニ ア パ ー ト ナ ー に し 、

勢 力 圏 拡 大 を 図 ろ う と し た 。そ れ は 、『 わ が 闘 争 』以 来 の「 ロ シ ア と そ の 周

辺 」 を 支 配 下 に 置 く 東 方 大 帝 国 建 設 に 必 要 不 可 欠 な 一 歩 で あ っ た 。 将 来 の

対 ソ 戦 争 ま で を 構 想 す れ ば 、 そ の 進 撃 地 と も な る は ず の も の で あ っ た 。 そ

の 要 求 の 見 返 り に ヒ ト ラ ー が 保 証 し た の は 1934 年 締 結 の 不 可 侵 条 約 の 延

⾧ で あ り 、 国 境 保 証 で あ っ た 。 プ ロ イ セ ン 、 オ ー ス ト リ ア 、 ロ シ ア に よ る

150 年 近 い 分 割 支 配 か ら 解 放 さ れ て 独 立 国 家 を 樹 立 し て わ ず か に 20 年 の

ポ ー ラ ン ド 政 府 は 、 こ う し た 従 属 国 家 化 の 諸 条 件 に 同 意 し よ う と は し な か

っ た 。 39 年 4 月 、 ヒ ト ラ ー は ポ ー ラ ン ド 攻 撃 「 白 作 戦 （ Fall  Weiß）」 1 5の

準 備 を 命 令 し 、 同 月 、 不 可 侵 条 約 の 破 棄 を 通 告 し た 。 5 月 23 日 の 会 議 で 9

月 1 日 ま で の 準 備 完 了 を 命 じ た 。  

 

【 独 ソ 不 可 侵 条 約 】 ヒ ト ラ ー の 民 族 帝 国 主 義 と ス タ ー リ ン の 社 会 帝 国 主 義

と が 握 手  

 

そ の 後 少 し し て 彼 は 新 し い 同 盟 者 を 得 た 。 リ ッ ベ ン ト ロ ッ プ と モ ロ ト フ

が 39 年 8 月 23 日 に 独 ソ 不 可 侵 条 約 に 署 名 し た の で あ る 。そ れ に は 秘 密 の

追 加 議 定 書 が あ っ た 。 独 ソ 両 同 盟 国 は ポ ー ラ ン ド 分 割 で 合 意 し た 。 そ の 一

日 前 、 ヒ ト ラ ー は オ ー バ ー ザ ル ツ ベ ル ク で 指 導 的 将 軍 た ち に 対 し 目 前 に 迫
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っ て い る 戦 争 を い か に と ら え て い る か を 明 言 し た 1 6。  

 

【 指 導 者 層 の 除 去 と ポ ー ラ ン ド 人 の 労 働 奴 隷 化 方 針 】  

「 ポ ー ラ ン ド の 絶 滅 （ Vernichtung Polens） が 前 面 に あ る 。 目 標 は 生 命

力 あ る 諸 勢 力 の 除 去 (Besei t igung der  lebendigen  Kräf te)で あ り 、 あ る 特 定

の 線 に 到 達 す る こ と で は な い 。 西 部 で 戦 争 が 勃 発 し て も 、 前 面 に あ る の は

ポ ー ラ ン ド の 絶 滅 だ 。季 節 を 考 え 、速 や か な 決 着 だ 。・・・ 同 情 に 対 し て は

心 を 閉 ざ せ 。無 慈 悲 な 進 軍 だ 。8 千 万 の 人 間 が 自 分 の 権 利 (Recht)を 手 に 入

れ な け れ ば な ら な い 。そ の 生 存 (Existenz)が 保 障 さ れ な け れ ば な ら な い 。よ

り 強 い も の が そ の 権 利 を 持 つ の だ 。 最 大 の 非 情 だ (Größte Härte)。」 1 7  

 こ の ヒ ト ラ ー の 言 説 は ニ ュ ル ン ベ ル ク 裁 判 証 拠 資 料 に 採 用 さ れ た 会 談 メ

モ に よ る 。 研 究 史 に よ れ ば ヒ ト ラ ー の こ の 時 の 短 い 演 説 を 細 部 ま で 疑 問 の

余 地 な く 再 現 す る こ と は 難 し い よ う で あ る 。 し か し 、 こ こ で は 史 料 批 判 を

踏 ま え て 引 用 さ れ て い る の で 、 そ れ を 採 用 し て お き た い 1 8 。 速 記 録 が な い

場 合（ 禁 止 さ れ て い る 場 合 ）、口 頭 発 言 の 再 現 に 伴 う 厳 密 さ に は 、録 音 さ れ

た も の 、 文 書 形 態 の も の 、 国 会 演 説 の よ う な 公 的 な も の と く ら べ る と き 、

問 題 が あ る こ と は 当 然 で あ ろ う 。 ま た 、 口 頭 発 言 の 再 現 の 基 本 的 内 容 の 正

確 さ は 、 実 際 の そ の 後 の 事 態 と 照 ら し 合 わ せ て 検 証 す る こ と も 大 切 で あ ろ

う 。 そ の 点 か ら す れ ば 、 ヒ ト ラ ー の 発 言 の 主 要 ポ イ ン ト は 、 上 記 史 料 批 判

を 踏 ま え た メ モ で 再 現 さ れ て い る と み る こ と が で き よ う 。  

 

【 ポ ー ラ ン ド の 絶 滅 の 意 味 】  

「 ポ ー ラ ン ド の 絶 滅 」 の 意 味 す る と こ ろ は 、 ポ ー ラ ン ド か ら 「 生 命 力 の

あ る 」 活 発 で 能 動 的 な 諸 勢 力 を 除 去 す る こ と で あ る 。 ポ ー ラ ン ド が 分 割 の

百 数 十 年 に わ た る 屈 辱 の 歴 史 を は ね の け て 民 族 の 独 立 国 家 を 形 成 し た 能 動

的 主 体 的 中 心 的 諸 勢 力 の 除 去 、 と い う 意 味 合 い で あ る 。 そ う し た 「 生 命 力

の あ る 諸 勢 力 」 を 排 除 し て し ま え ば 、 ふ た た び 圧 服 さ れ た ポ ー ラ ン ド 民 族

が 残 る こ と に な る 。 ま さ に 、 そ れ を 「 奴 隷 民 族 」、「 指 導 者 な き 労 働 民 族 」
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1 9と し て 支 配 し 続 け る こ と 、こ れ が ヒ ト ラ ー の 目 標 で あ っ た 。「 ポ ー ラ ン ド

の 絶 滅 」 の 意 味 を こ の よ う に 完 ぺ き な 支 配 隷 属 関 係 の 創 出 と し て 把 握 し て

お く 必 要 が あ る 。 語 の 正 確 な 意 味 を 確 定 し な い ま ま 「 絶 滅 戦 争 」 と い う 言

葉 が 独 り 歩 き す る 現 象 も あ る 。 そ れ に よ っ て ヒ ト ラ ー を 単 純 に 気 違 い 扱 い

す る よ う な 歴 史 把 握 に 脱 す る 危 険 性 は 避 け な け れ ば な ら な い だ ろ う 2 0。  

ポ ー ラ ン ド 侵 攻 開 始 に あ た っ て 軍 最 高 幹 部 に 対 し 極 秘 に 示 し た 戦 争 目

標 は 、 ナ チ 党 の 公 表 さ れ た 簡 潔 な 党 綱 領 を 前 提 に し 、 発 展 さ せ た も の で あ

る 。1920 年 制 定 の 25 か 条 綱 領 、26 年 5 月 22 日 の 党 大 会 に お け る そ の「 不

変 」宣 言 、権 力 掌 握 後 、「 国 家 の 根 本 的 な 政 治 的 法 」に 格 上 げ な ど が 土 台 に

な っ て い る 。 そ の 実 現 方 法 が 、 戦 争 発 動 段 階 ま で に 過 激 化 し た ― ― 公 然 と

は 語 ら れ な い ま で に ― ― だ け で あ る 。 党 綱 領 は 、 ヒ ト ラ ー 『 わ が 闘 争 』 で

あ る 種 体 系 化 さ れ 、 国 家 権 力 の 掌 握 か ら 確 立 を 経 て 、 さ ら に 、 第 三 帝 国 の

「 平 和 的 」 膨 張 段 階 か ら 侵 略 開 始 段 階 に い た る 過 程 で 具 体 化 さ れ た 。 そ れ

は 、 党 員 大 衆 の 統 合 、 国 民 大 衆 の 統 合 の 基 礎 に あ る 諸 要 求 を 示 し て い る 。

す な わ ち 、す べ て の ド イ ツ 人 を 大 ド イ ツ に 編 入 す る こ と（ 第 1 条 ）、ヴ ェ ル

サ イ ユ と サ ン ジ ェ ル マ ン の 平 和 条 約 の 破 棄 （ 第 2 条 ）、「 土 地 」 の 要 求 （ 植

民 地 ）（ 第 3 条 ）、徹 底 し た 差 別 と 反 ユ ダ ヤ 主 義（ 第 4 条 ）、民 主 的 ・ 議 会 制

的 シ ス テ ム に 対 す る 闘 い （ 第 6 条 ）、 再 軍 備 （ 第 22 条 ） な ど 、 根 本 的 政 策

は 、 一 貫 性 と 連 続 性 が あ っ た 2 1 。 こ れ ら 根 本 的 政 策 を 膨 張 的 侵 略 戦 争 に よ

っ て で も 達 成 す る と い う の が 、「 敗 北 の 克 服 」を 核 心 と す る ナ チ ス の 思 想 ・

運 動 ・ 体 制 の ダ イ ナ ム ズ ム で あ っ た 。 そ れ を ポ ー ラ ン ド 侵 攻 に お い て 如 何

に し て 電 撃 的 に 実 現 す る か 。 軍 事 行 動 に 伴 っ て 露 呈 す る 野 蛮 性 は 、 い っ ぽ

う で 明 確 に 軍 最 高 幹 部 に 知 ら せ る と 同 時 に 、 他 方 で は 、 極 秘 に し て お く べ

き も の と し た の で あ っ た 。  

 

【 人 種 主 義 的 帝 国 主 義 の 階 層 的 支 配 構 想 と ポ ー ラ ン ド 人・ユ ダ ヤ 人 の 位 置 づ

け 】  

ヒ ト ラ ー は 20 世 紀 、 第 一 次 世 界 大 戦 後 ま で も 続 い て い る 眼 前 の 圧 倒 的
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で 厳 然 た る 現 実 、 す な わ ち 列 強 に よ る 世 界 諸 民 族 の 支 配 ・ 隷 属 化 を 彼 な り

の 人 種 理 論 で 正 当 化 し て い る の で あ る 。 ド イ ツ が ヴ ェ ル サ イ ユ ・ ワ シ ン ト

ン 体 制 を 打 破 し て 周 辺 諸 民 族 支 配 を 再 獲 得 し 、 東 邦 大 帝 国 を 築 い て 世 界 強

国 の 地 位 を 再 建 し よ う と し て い る の で あ る 。 そ の 課 題 は 、 20 世 紀 30 年 代

の ヨ ー ロ ッ パ と 世 界 で は 第 一 次 世 界 大 戦 の 時 以 上 に 激 し い 抵 抗 に あ う こ と

も 念 頭 に 、「 ポ ー ラ ン ド の 余 す と こ ろ な き 粉 砕 が 軍 事 目 的 だ 」と し 、非 情 さ・

過 酷 さ を 必 然 的 態 度 と し て 、 将 軍 た ち に 求 め て い る 。 さ ら に ユ ダ ヤ 人 （ 民

族 ） は 、 ポ ー ラ ン ド 民 族 の 下 に 位 置 付 け ら れ 、 諸 民 族 ・ 諸 人 種 の 階 層 性 の

最 底 辺 に 置 か れ る 。 帝 国 主 義 ・ 植 民 地 主 義 が 支 配 す る 時 代 に 、 世 界 各 地 に

お け る 諸 民 族 の 階 層 秩 序 の 現 実 と 「 優 等 民 族 と 劣 等 民 族 の 戦 争 」 と い う イ

デ オ ロ ギ ー の も と 、 ユ ダ ヤ 人 （ 民 族 ） を 人 種 階 層 秩 序 の 最 底 辺 に 置 く の で

あ る 2 2。  

ヒ ト ラ ー は す で に ウ ィ ー ン 時 代 に 東 方 ユ ダ ヤ 人 を 見 聞 し て い た が 、 多 く

の 兵 士 に と っ て は ポ ー ラ ン ド へ の 進 駐 が 異 質 に 見 え る 東 方 ユ ダ ヤ 人 と の 最

初 の 遭 遇 で あ っ た 。 そ れ ま で は 反 ユ ダ ヤ 主 義 の 風 刺 漫 画 で し か 知 ら な か っ

た 風 貌 を 体 験 し た 。 そ こ で 、 ス テ レ オ タ イ プ の ユ ダ ヤ 人 描 写 で 彼 ら に 対 す

る 嫌 悪 が 表 明 さ れ る こ と に な る 。「 こ こ で ユ ダ ヤ 人 問 題 の ラ デ ィ カ ル な 解 決

の 必 要 性 を 知 っ た 。 こ こ に 人 間 の 姿 を し た 野 獣 が 巣 く っ て い る の を 見 る こ

と が で き る 。 髭 と カ フ タ ン 、 邪 悪 な し か め 面 で ぞ っ と す る 印 象 を 受 け る 。

ま だ ラ デ ィ カ ル な ユ ダ ヤ 人 敵 対 者 で は な か っ た も の が こ こ で は そ う な る 」

と 2 3。  

 

【 謀 略 ・ 宣 戦 布 告 な き 侵 攻 と ポ ー ラ ン ド 人 知 識 階 級 の 殲 滅 作 戦 】  

こ う し た 基 本 理 念 と 戦 略 の 下 、1939 年 9 月 1 日 早 朝 、ド イ ツ 国 防 軍 は 宣

戦 布 告 な し に ポ ー ラ ン ド を 奇 襲 し た 。 そ れ は 、 正 当 防 衛 を 演 出 す る 謀 略 工

作 を 踏 ま え て い た 。 ヒ ト ラ ー は 先 述 の 8 月 22 日 の 会 議 で 将 軍 た ち に 「 開

戦 の 火 蓋 を 切 る プ ロ パ ガ ン ダ の き っ か け は 私 が 与 え る 。 そ れ が 信 じ る に 足

り る か ど う か は ど う で も い い 。 勝 利 者 は 後 で 彼 が 真 実 を 語 っ た か ど う か 問
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わ れ る こ と は な い 。 戦 争 の 開 始 と 指 導 で は 権 利 で で は な く 、 勝 利 が 重 要 な

の だ 」と 論 じ た 2 4。親 衛 隊 員 に ポ ー ラ ン ド 軍 服 を 与 え 、グ ラ イ ヴ ィ ッ ツ 放 送

局 襲 撃 の 国 境 侵 犯 事 件 な ど を で っ ち 上 げ た ヒ ム ラ ー 作 戦 が ヒ ト ラ ー 承 認 の

も と 密 か に 進 め ら れ て い た こ と が こ の 発 言 の 背 後 に あ る 。  

こ の 奇 襲 攻 撃 に 対 し 、 イ ギ リ ス と フ ラ ン ス は ド イ ツ に 宣 戦 布 告 し た 。 し

か し 、 当 面 、 軍 事 的 に は 介 入 し な か っ た 。 ド イ ツ 軍 の 陸 と 海 か ら の 一 斉 攻

撃 を 受 け た ポ ー ラ ン ド 軍 は 、 高 度 の 軍 備 を 備 え 迅 速 に 進 撃 す る ド イ ツ 国 防

軍 の 前 に 勝 ち 目 は な か っ た 。そ の 上 、9 月 17 日 、東 方 か ら は 独 ソ 不 可 侵 条

約 秘 密 協 定 に 基 づ く い わ ゆ る 第 四 次 分 割 を 実 行 す べ く 、 ソ 連 赤 軍 が 侵 攻 し

て き た 。こ の 日 、 ポ ー ラ ン ド 政 府 は ル ー マ ニ ア に 逃 げ た 。9 月 27 日 、ワ ル

シ ャ ワ は 降 伏 し た 。最 後 の ポ ー ラ ン ド 部 隊 が 10 月 6 日 、降 伏 し た 。9 月 28

日 の 独 ソ 国 境 ・ 友 好 条 約 が 停 戦 ラ イ ン を 決 定 し た 。 ポ ー ラ ン ド 国 領 土 の 約

半 分 、人 口 の 約 三 分 の 二 が ド イ ツ 占 領 下 に 入 っ た 。そ こ に は 、ポ ー ラ ン ド・

ユ ダ ヤ 人 約 330 万 人 の 三 分 の 二 が 住 ん で い た 2 5。  

  ワ ル シ ャ ワ の 教 師 カ プ ラ ン は 1939 年 9 月 1 日 の 日 記 に 、「 わ れ わ れ は 世

界 史 の 新 し い 時 代 の 始 ま り の 証 人 だ 。 だ が も ち ろ ん こ の 戦 争 は 人 間 の 文 明

を 壊 滅 さ せ る だ ろ う 」と 記 し た 。そ し て 、「 ヒ ト ラ ー の 行 く と こ ろ 、ユ ダ ヤ

人 に は 何 の 希 望 も な い 」 と 。 確 か に 、 国 防 軍 と 親 衛 隊 ・ 警 察 の ア イ ン ザ ッ

ツ グ ル ッ ペ （ 特 別 出 動 部 隊 ） が 行 使 す る 暴 力 は 、 ユ ダ ヤ 人 住 民 に 対 し て も

大 い に 向 け ら れ た 。 だ が 、 ド イ ツ 軍 部 隊 は む し ろ 第 一 に は ポ ー ラ ン ド 人 に

対 し て 、 特 に 開 戦 時 に 、 暴 力 を ふ る っ た 。 ヒ ト ラ ー が ま ず 粉 砕 し よ う と し

た の は ポ ー ラ ン ド 人 の 軍 事 的 政 治 的 抵 抗 で あ り 、 ポ ー ラ ン ド 国 家 を 支 え る

人 々 で あ っ た 。 そ れ に よ る 速 や か な 占 領 権 力 の 確 立 が 彼 の 行 動 指 針 で あ っ

た 。「 決 定 の 迅 速 さ こ そ 必 要 不 可 欠 だ 。ド イ ツ 兵 士 へ の 確 固 た る 信 頼 」が 必

要 で あ り 、「 危 機 は 指 導 者 の 神 経 の ダ ウ ン に だ け あ る の だ 」2 6。「 わ れ わ れ の

技 術 的 優 秀 性 が ポ ー ラ ン ド 人 の 神 経 を 粉 砕 す る 。 新 し く 形 成 さ れ る あ ら ゆ

る 生 命 力 あ る ポ ー ラ ン ド 人 の 力 も 、 直 ち に 再 び 壊 滅 し な け れ ば な ら な い 」

2 7と 。  
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【 親 衛 隊 ・ 警 察 の 特 別 出 動 部 隊 に よ る 殲 滅 作 戦 】  

 国 防 軍 と と も に 親 衛 隊 と 警 察 の 特 別 部 隊 ― ― 7 つ の ア イ ン ザ ッ ツ グ ル ッ

ペ 、約 2700 名 ― ― が ポ ー ラ ン ド に 進 駐 し た 。こ れ ら 部 隊 は 、特 別 に 敵 対 的

と 見 な し た も の す べ て に 対 し て 、 第 一 に は ド イ ツ と 国 境 を 接 す る ポ ー ラ ン

ド 西 部 地 域 の 活 動 家 ― ― オ ー バ ー シ ュ レ ー ジ エ ン で 「 民 族 闘 争 」 な ど に か

か わ っ て い た 活 動 家 ― ― に 対 し て 、 過 酷 な 態 度 を と っ た 。 し か し 、 そ こ に

と ど ま ら な か っ た 。 軍 の 進 駐 ・ 占 領 地 拡 大 と と も に 、 見 る 見 る う ち に ポ ー

ラ ン ド の 全 エ リ ー ト が 親 衛 隊 ・ 警 察 の 「 世 界 観 戦 士 」 の 餌 食 と な っ た 。  

 

【 進 駐 ・ 殲 滅 準 備 は 1939 年 5 月 か ら 】  

 

親 衛 隊 の 情 報 部（ 親 衛 隊 保 安 部 SD）は す で に 1939 年 5 月 、独 自 の ポ ー

ラ ン ド 作 戦 用 の 部 署 （ Zentrals tel le  I I  2  P） を 設 立 し 、 地 域 （ 行 政 地 区 ・ 町

村 ） ご と 、 個 人 （ 個 人 デ ー タ 、 所 属 団 体 デ ー タ 、 所 属 機 関 ） ご と に リ ス ト

を 作 成 し 、 進 駐 に 備 え た 2 8 。 ド イ ツ に 敵 対 的 と 見 な す ポ ー ラ ン ド 人 の カ ー

ド 式 目 録 が 侵 攻 前 に 出 来 上 が っ て い た の だ 。 そ の 中 に は ユ ダ ヤ 人 組 織 の た

く さ ん の 指 導 者 も 含 ま れ て い た 。こ の「 特 別 捜 索 名 簿 」に は 61,000 人 の ポ

ー ラ ン ド 人 が リ ス ト ア ッ プ さ れ て い た 。 戦 争 勃 発 時 に は 彼 ら に 対 し 厳 し く

処 す る こ と に な っ て い た 2 9。9 月 3 日 に 編 成 さ れ た ウ ド・フ ォ ン・ヴ ォ イ ル

シ ュ 指 揮 の 部 隊 は 、 ヒ ム ラ ー か ら 「 不 良 ポ ー ラ ン ド 人 の 武 装 解 除 と 撃 破 、

処 刑 」 3 0の 指 令 を 受 け 取 っ た 。「 す べ て の ラ イ ヒ （ 帝 国 ） と ド イ ツ に 敵 対 的

な 分 子 」 に 対 す る 処 置 を と る と い う 非 常 に 広 く 解 釈 で き る 任 務 を 付 与 さ れ

て 、 ア イ ン ザ ッ ツ グ ル ッ ペ は ポ ー ラ ン ド の 知 識 階 級 、 聖 職 者 階 級 、 貴 族 並

び に ユ ダ ヤ 人 を 無 数 に 殺 戮 し て い っ た 3 1。  

 

【 民 族 ド イ ツ 人 自 己 防 衛 隊 の 協 力 】  

 し か し 、 犠 牲 者 は そ れ に と ど ま ら な か っ た 。 最 初 か ら 、 国 防 軍 、 ア イ ン
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ザ ッ ツ グ ル ッ ペ ン 、 保 安 警 察 （ Ordnungspol izei）、 そ し て 武 装 親 衛 隊 は 、

戦 時 捕 虜 と 民 間 人 に 対 し て 容 赦 な い 態 度 を と っ た 3 2 。 万 単 位 の 兵 役 年 齢 の

ポ ー ラ ン ド 人 と ユ ダ ヤ 人 を ド イ ツ の 収 容 所 に 連 行 し 、 あ る い は 、 占 領 地 域

で 抑 留 し た 。 抵 抗 の 漠 然 と し た 疑 い だ け で 大 量 射 殺 の 根 拠 と し て 彼 ら に は

十 分 だ っ た 。 戦 闘 で 神 経 質 に な っ た 諸 部 隊 は 、 ほ ぼ い た る と こ ろ で ポ ー ラ

ン ド 義 勇 兵 の に お い を 嗅 ぎ つ け た 。陸 軍 、親 衛 隊 と 警 察 は 1939 年 10 月 末

ま で に 1 万 6 千 人 を く だ ら な い 民 間 人 を 射 殺 し た 。 ポ ー ラ ン ド の 歴 史 家 の

算 定 で は ポ ー ラ ン ド 軍 の 1000 人 を 下 ら な い 兵 士 を 捕 虜 に し た 後 射 殺 し た

3 3 。 こ う し た 場 合 、 ア イ ン ザ ッ ツ グ ル ッ ペ は し ば し ば ド イ ツ 人 マ イ ノ リ テ

ィ に 属 す る 人 々 か ら の 効 果 的 な 支 援 を 得 た 。 彼 ら は 地 域 の こ と を よ く 知 っ

て お り 、 地 域 の 人 々 を 知 悉 し 、 9 月 中 に も 自 発 的 に 民 兵 に 志 願 し た 。 彼 ら

は そ の 後 ヒ ム ラ ー 命 令 で 統 括 さ れ 「 民 族 ド イ ツ 人 自 己 防 衛 隊 」 を 結 成 し た

3 4。  

 

【 抵 抗 ・ 暴 力 沙 汰 へ の ヒ ス テ リ ッ ク な 報 復 】  

 ポ ー ラ ン ド 人 の 反 抗 、 そ こ で 発 生 す る 暴 力 沙 汰 は 、 ド イ ツ 側 の ヒ ス テ リ

ッ ク な 報 復 を 引 き 起 こ し 、 何 倍 も の 犠 牲 を ポ ー ラ ン ド 側 に 与 え た 。 特 筆 す

べ き 事 件 は 、 ド イ ツ 奇 襲 攻 撃 開 始 す ぐ の 9 月 3 日 に ブ ロ ン ベ ル ク で 発 生 し

た 。 こ の 事 件 で 約 300 人 の ド イ ツ 系 住 民 が 犠 牲 に な っ た 。「 ブ ロ ン ベ ル ク

の 血 の 日 曜 日 」 は 、 野 蛮 な 報 復 作 戦 を 引 き 起 こ し た 。 ナ チ ・ プ ロ パ ガ ン ダ

が こ の 事 件 を 取 り 上 げ た 。 そ し て 、 ド イ ツ の 侵 攻 時 に ポ ー ラ ン ド 人 が 5 万

8 千 人 の 民 族 ド イ ツ 人 を 殺 害 し た と 大 々 的 に 喧 伝 し た 。 こ れ に 刺 激 さ れ 、

民 族 ド イ ツ 人 自 己 防 衛 隊 は ド イ ツ の 報 復 を 名 目 と す る テ ロ 作 戦 に 積 極 的 に

参 加 し た 。 そ の 結 果 、 何 千 人 ― ― 見 積 も り に よ っ て は 3 万 人 ― ― も の ユ ダ

ヤ 人 と ポ ー ラ ン ド 人 が 殺 害 さ れ た 。 ユ ダ ヤ 人 男 女 は 戦 争 の 最 初 の 日 々 か ら

恣 意 的 な 辱 し め 、 暴 力 、 略 奪 そ し て 強 姦 の 犠 牲 と な っ た 。 ド イ ツ 人 の 兵 士

と 警 察 官 は 、 正 統 派 は ユ ダ ヤ 人 の 髭 を そ っ た 。 無 意 味 で 不 快 な 作 業 や 体 操

な ど も や ら せ た 。 ユ ダ ヤ 人 に 対 す る こ う し た い や が ら せ や 虐 待 に は 、 ド イ
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ツ 人 マ イ ノ リ テ ィ だ け で な く 、 ポ ー ラ ン ド 人 さ え も 加 わ っ た 。 彼 ら は 混 乱

状 況 を 利 用 し て 私 腹 を 肥 や し た 。 こ う し た 環 境 で 反 ユ ダ ヤ 主 義 の 暴 力 が エ

ス カ レ ー ト し た 。 ユ ダ ヤ 人 は 法 的 保 護 を 受 け ら れ な い 人 と な っ た 3 5。  

  以 上 の ほ か 、 戦 場 で は 約 3 万 2 千 人 の ユ ダ ヤ 人 の 兵 士 と 将 校 が 戦 闘 行 為

で 命 を 失 っ た 。 ポ ー ラ ン ド 軍 の ユ ダ ヤ 人 兵 士 約 5 万 人 か ら 6 万 人 が 捕 虜 に

な っ た 。 国 防 軍 は 収 容 所 の 中 で ユ ダ ヤ 人 捕 虜 を 隔 離 し た 。 彼 ら の 死 亡 率 は

平 均 以 上 に 高 か っ た 。毎 日 何 千 人 も の 捕 虜 が 連 行 さ れ て く る と 、「 厳 し さ は

不 可 避 」 と な っ た 3 6。  

 

【 精 神 病 患 者 の 殺 害 】  

 す で に 1939 年 10 月 、親 衛 隊 と 警 察 は 、ド イ ツ に 併 合 し た 地 域 で 精 神 病

患 者 も 殺 害 し 始 め た 。 39 年 11 月 に ポ ー ゼ ン の ク リ ニ ッ ク か ら 約 870 人 の

ポ ー ラ ン ド 人 と 30 人 の ユ ダ ヤ 人 の 過 半 数 が 周 辺 の 森 で 射 殺 さ れ 、 幾 人 か

は 後 に ガ ス で 殺 害 さ れ た 。 つ い で 40 年 1 月 か ら 4 月 、 い わ ゆ る ゾ ン ダ ー

コ マ ン ド（ 特 務 部 隊 ）・ラ ン ゲ が ヴ ァ ル テ ガ ウ に 編 入 さ れ た 地 域 に や っ て き

て 精 神 病 院 を 次 か ら 次 へ と 移 動 し 、 患 者 を 殺 害 し た 。 そ の 犠 牲 者 は 少 な く

と も ユ ダ ヤ 人 183 人 で あ っ た 。 40 年 10 月 末 、 カ リ シ ュ （ Kal isz） の 老 人

ホ ー ム の ユ ダ ヤ 人 290 人 が 大 量 殺 害 の 犠 牲 と な っ た 。 ヘ ル ベ ル ト ・ ラ ン ゲ

と 彼 の 同 僚 は 41 年 夏 ま で 殺 害 を 続 け 、 若 干 の ポ ー ラ ン ド 人 患 者 だ け は 放

免 し た が 、ユ ダ ヤ 人 は 全 員 殺 害 し た 。41 年 秋 、ラ ン ゲ は つ い に ク ル ム ホ ー

フ に 絶 滅 収 容 所 を 設 置 し た 3 7。  

 

【 親 衛 隊 ・ 警 察 に よ る 占 領 地 鎮 定 と 国 防 軍 】  

 国 防 軍 は 占 領 地 域 で 執 行 権 力 を 行 使 し た が 、 以 上 の よ う な 犯 罪 に も 決 定

的 に 関 与 し た 。 国 防 軍 指 導 部 は 占 領 地 域 の 持 続 的 な 「 鎮 定 」 を 期 待 し て 、

さ し あ た り こ う し た 殺 害 を 認 め 我 慢 し た 。 陸 軍 最 高 司 令 官 ヴ ァ ル タ ー ・ フ

ォ ン ・ ブ ラ ウ ヒ ッ チ ュ は 39 年 9 月 21 日 、 部 下 に 、 ア イ ン ザ ッ ツ グ ル ペ は

「 総 統 の 指 令 に し た が っ て あ る 特 定 の 民 族 政 策 的 任 務 」 を 遂 行 し て い る と



2020-10-28 締切/投稿：横浜市大論叢、社会科学系列、72‐1・2 合併号 

 

17 

 

伝 え た 。 国 防 軍 指 導 部 の 中 で 早 い 時 期 に 異 論 を 唱 え た の は ご く 散 発 的 で し

か な く 、 ゲ オ ル ク ・ フ ォ ン ・ キ ュ ヒ ラ ー と か ヨ ア ヒ ム ・ レ ー メ ゼ ン な ど 数

人 の 陸 軍 将 軍 で あ っ た 。 第 四 軍 司 令 官 ギ ュ ン タ ー ・ フ ォ ン ・ ク ル ー ゲ 大 将

は 、「 ポ ー ラ ン ド 人 と ユ ダ ヤ 人 の 射 殺 」に つ い て 、ま た「 ル ブ リ ン ・ ユ ダ ヤ

人 保 留 地 の 意 図 的 創 出 」 に つ い て 激 高 し て 意 見 表 明 を 行 っ た 。 し か し 、 ポ

ー ラ ン ド で 犯 さ れ た 犯 罪 に 対 す る そ う し た 抗 議 は 、 国 防 軍 と 親 衛 隊 の 対 抗

関 係 の 文 脈 で も 見 る べ き で あ っ た 。 個 々 の 事 件 で は 犯 人 に 対 す る 軍 事 裁 判

権 が 行 使 さ れ た 。 だ が 、 ヒ ト ラ ー は 10 月 4 日 、「 ポ ー ラ ン ド 人 に よ っ て 犯

さ れ た 残 虐 行 為 の ゆ え の 不 満 」 か ら 行 わ れ た 犯 行 に つ い て 戦 争 参 加 者 に 大

赦 を 与 え た 。 親 衛 隊 と 警 察 の メ ン バ ー は 罪 を 犯 し て も 正 規 の 司 法 的 追 及 を

免 れ 、 特 別 裁 判 権 の も と に 置 か れ る こ と に な っ た の で あ る 3 8。  

 

【 な お 大 多 数 の ユ ダ ヤ 人 は 故 郷 に 】  

 ド イ ツ で の 迫 害 を 観 察 し て い た ポ ー ラ ン ド の ユ ダ ヤ 人 は ド イ ツ 軍 進 駐 を

非 常 な 危 惧 を も っ て 見 て い た 。 だ が 、 こ れ ま で 見 て き た よ う な 規 模 の 暴 力

は 誰 も 予 期 し な か っ た 。 政 治 的 に 活 動 的 だ っ た 青 年 層 は 東 方 へ の 逃 亡 を 決

断 し た 。 彼 ら は ソ 連 が 独 ソ 不 可 侵 条 約 秘 密 協 定 で 占 領 し た 地 域 、 そ こ か ら

さ ら に ル ー マ ニ ア あ る い は ハ ン ガ リ ー に 逃 げ よ う と し た 。 だ が 、 身 の 安 全

と い う 点 で は 、 逃 亡 に 成 功 し て も 不 確 実 性 は 大 き か っ た 。 ソ 連 が 進 駐 し て

き た 地 域 の た く さ ん の ユ ダ ヤ 人 は 当 初 、 ソ 連 進 駐 を 歓 迎 し た 。 彼 ら は 、 ナ

チ ス の 迫 害 か ら 逃 れ ら れ る と 思 っ た 。 ナ チ ス の 反 ユ ダ ヤ 主 義 の 恐 る べ き 宣

伝 に 対 し 、 ソ 連 ・ ボ ル シ ェ ヴ ィ キ は 「 す べ て の 人 間 は 法 の 前 に 平 等 」 と い

う ス ロ ー ガ ン を 掲 げ て い た か ら で あ る 。 ソ 連 占 領 地 域 に は も と も と の ユ ダ

ヤ 人 に 加 え 、 す で に 20 万 か ら 30 万 人 の 難 民 が 流 れ 込 ん で い た 。 ソ 連 占 領

当 局 は 当 初 は 追 放 し た ポ ー ラ ン ド 人 に 代 わ っ て ユ ダ ヤ 人 を 行 政 の 中 に 組 み

入 れ た 。 し か し 、 ソ 連 の 秘 密 警 察 （ NKVD） は 、 西 側 か ら 流 れ 込 ん で き た

ユ ダ ヤ 人 難 民 を 特 に 治 安 上 危 険 と 見 な し 、 し た が っ て そ の ほ と ん ど を ソ 連

の 東 部 へ 追 放 し て し ま っ た 。 失 業 ユ ダ ヤ 人 に は ベ ラ ル ー シ 東 部 あ る い は 東
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部 ウ ク ラ イ ナ の 鉱 山 地 域 の 仕 事 場 を 割 り 当 て た 。 ド イ ツ 占 領 下 の ユ ダ ヤ 人

の 過 半 数 は 、そ の 故 郷 に と ど ま っ た 。ご く 短 期 間 、故 郷 か ら 逃 げ た も の も 、

戦 闘 終 了 後 故 郷 に 戻 っ た 3 9。  

 

【 ド イ ツ 併 合 地 域 の ポ ー ラ ン ド 人 、 ユ ダ ヤ 人 】  

  軍 の 統 治 を 速 や か に 終 了 さ せ 、 住 民 政 策 的 構 造 転 換 （ ポ ー ラ ン ド 人 と ユ

ダ ヤ 人 の 追 放 、 民 族 ド イ ツ 人 の 招 致 と 地 域 の ド イ ツ 民 族 性 強 化 4 0 ） を 開 始

す る た め 、 ヒ ト ラ ー は 1939 年 10 月 12 日 、 東 部 地 域 の 編 入 と 行 政 に 関 す

る 政 令 を 発 し た 。 10 月 26 日 付 で 、 ド イ ツ が 1919 年 に 割 譲 し な け れ ば な

ら な か っ た 地 域 、 す な わ ち 東 部 オ ー バ ー シ ュ レ ー ジ エ ン 、 ヴ ェ ス ト プ ロ イ

セ ン 、 ポ ー ゼ ン 州 を ド イ ツ に 併 合 し た 。 さ ら に 、 ウ ッ チ 周 辺 地 域 と ポ ー ラ

ン ド 州 シ ュ レ ー ジ エ ン （ Ś ｌ ąsk ） 東 部 地 域 を ド イ ツ に 、 ツ ィ ヒ ェ ナ ウ

（ Ciechanów） 県 を オ ス ト プ ロ イ セ ン に 合 併 し た 。 こ う し た 領 土 拡 張 を 踏

ま え て 、11 月 に 大 管 区 ダ ン ツ ィ ヒ − ウ ェ ス ト プ ロ イ セ ン 、大 管 区 ヴ ァ ル テ

ラ ン ト を 設 置 し 、 東 部 オ ー バ ー シ ュ レ ー ジ エ ン は ド イ ツ の 大 管 区 シ ュ レ ー

ジ エ ン に 合 併 し た 。 ド イ ツ に 併 合 さ れ た 地 域 に 住 ん で い た 1 千 万 人 近 い 住

民 の 大 部 分 ― ― そ の 中 に 50 万 か ら 55 万 人 の ユ ダ ヤ 人 が い た が ― ― は 、

「 決 し て ド イ ツ 人 と は 感 じ な か っ た 」4 1。ユ ダ ヤ 人 差 別・迫 害 が 歴 然 と し て

い る 以 上 、 こ う し た 合 併 措 置 に 彼 ら が 反 感 と 嫌 悪 を 呼 び 起 こ す の は 当 然 で

あ ろ う 。 地 域 の マ ジ ョ リ テ ィ ・ ポ ー ラ ン ド 人 も ま た 同 様 の 感 覚 だ っ た の は

必 然 で あ ろ う 。 第 三 帝 国 戦 時 経 済 が 「 労 働 民 族 の 従 順 さ 」 を 必 要 と す る 以

上 、 マ ジ ョ リ テ ィ ・ ポ ー ラ ン ド 人 の 中 に 見 ら れ る 反 ド イ ツ 感 情 を 方 向 転 換

さ せ る 武 器 と し て の「 い け に え 」、す な わ ち ユ ダ ヤ 人 に 対 す る 迫 害 の 力 学 も

働 く こ と に な っ た 。  

 

２ ． 総 督 府 統 治 と 保 留 地 構 想 段 階 の 追 放 ― ― 1940 年 春 ま で  

 

【 総 督 府 設 置 、 支 配 者 と し て の 課 題 ・ 意 識 ・ 行 動 】  
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 ド イ ツ 併 合 地 域 以 外 の 占 領 下 ポ ー ラ ン ド は 、 低 廉 な 労 働 力 の 供 給 地 と し

て 、 ま た 将 来 の 東 方 へ の 進 撃 基 地 と し て 、 早 急 に 軍 政 地 域 か ら 民 政 体 制 に

転 換 し 、治 安 秩 序 を 確 立 す る 必 要 が あ っ た 。こ の 目 標 を ヒ ト ラ ー は 1939 年

10 月 17 日 、 国 防 軍 最 高 司 令 部 ⾧ 官 カ イ テ ル に 話 し 、 総 督 府 の 設 置 を 告 げ

た 。 こ の 地 域 に は 1200 万 人 が 住 み 、 そ の う ち 約 150 万 人 が ユ ダ ヤ 人 で あ

っ た 。 ヒ ト ラ ー は 彼 の 以 前 の 法 律 顧 問 ハ ン ス ・ フ ラ ン ク を 総 督 に 任 命 し 、

彼 の 直 属 と し た 。 フ ラ ン ク の 代 理 は 1940 年 5 月 ま で ア ル ト ゥ ー ル ・ ザ イ

ス ‐ イ ン ク ヴ ァ ル ト で あ っ た 。 そ の 後 、 ヨ ー ゼ フ ・ ビ ュ ー ラ ー が こ の 地 位

を 継 承 し 、 40 年 夏 か ら 総 督 府 を 率 い た 。 総 督 府 は 、 4 地 域 （ ク ラ カ ウ 、 ル

ブ リ ン 、 ラ ド ム 、 ワ ル シ ャ ワ ） に 分 割 さ れ た 。 政 府 所 在 地 は 、 ポ ー ラ ン ド

首 都 ワ ル シ ャ ワ か ら 象 徴 的 に も あ ら ゆ る 重 要 性 を 奪 い 取 る た め に 、 ク ラ カ

ウ に 置 か れ た 4 2。  

 ド イ ツ 併 合 地 域 に は 、 ダ ン ツ ィ ヒ か ら 反 ポ ー ラ ン ド 「 民 族 性 闘 争 」 で 経

験 を 積 ん だ ナ チ 党 指 導 者 が 送 り 込 ま れ た 。 北 部 で は ダ ン ツ ィ ヒ に 居 を 置 く

ア ル バ ー ト ・ フ ォ ル ス タ ー が 、 新 し い ダ ン ツ ィ ヒ − ヴ ェ ス ト プ ロ イ セ ン 大

管 区 の お か げ で 彼 の 支 配 領 域 を 大 幅 に 拡 張 し た 。 彼 の そ れ ま で の 代 理 で 競

争 者 で も あ っ た ア ル ト ゥ ー ル ・ グ ラ イ ザ ー は ヴ ァ ル テ ガ ウ の 新 大 管 区 ⾧ と

な り 、 キ ャ リ ア ジ ャ ン プ に 成 功 し た 。 最 後 に 南 部 で は 、 シ ュ レ ー ジ エ ン 大

管 区 ⾧ ヨ ー ゼ フ ・ ヴ ァ ー グ ナ ー が 東 部 に 東 部 に 管 轄 地 域 を 拡 大 し た 。 オ ス

ト プ ロ イ セ ン 大 管 区 ⾧ は す で に 1928 年 以 来 、 エ ー リ ッ ヒ ・ コ ッ ホ で あ っ

た 。 こ れ ら す べ て は 、「 信 仰 告 白 し た 反 ユ ダ ヤ 主 義 者 」 で あ っ た 4 3。  

 占 領 支 配 下 の ポ ー ラ ン ド で は 親 衛 隊 ・ 警 察 の 役 割 は 、 ド イ ツ 国 内 に お け

る よ り も は る か に 大 き く な っ た 。 侵 攻 開 始 と と も に 派 遣 さ れ た 親 衛 隊 ・ 警

察 の 特 別 部 隊 （ ア イ ン ザ ッ ツ グ ル ッ ペ ） は 、 戦 闘 終 結 後 、 統 治 地 域 ご と の

常 設 機 関 に 転 換 さ れ た 。 す べ て の 部 隊 は 、 高 級 親 衛 隊 ・ 警 察 指 導 者 （ 総 督

府 で は フ リ ー ド リ ヒ ‐ ヴ ィ ル ヘ ル ム ・ ク リ ュ ー ガ ー 、 ヴ ァ ル テ ガ ウ で は ヴ

ィ ル ヘ ル ム ・ コ ッ ペ 、 ダ ン ツ ィ ヒ ‐ ヴ ェ ス ト プ ロ イ セ ン で は リ ヒ ャ ル ト ・

ヒ ル デ ブ ラ ン ト ） の 指 揮 命 令 下 に 置 か れ た 。 ド イ ツ に 併 合 さ れ た オ ー バ ー
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シ ュ レ ー ジ エ ン と オ ス と プ ロ イ セ ン も 、 そ れ ぞ れ の 地 域 の 高 級 親 衛 隊 ・ 警

察 指 導 者 （ ブ レ ス ラ ウ の エ ー リ ッ ヒ ・ フ ォ ン ・ デ ム ・ バ ッ ハ ‐ ゼ レ ヴ ス キ

ー と ケ ー ニ ヒ ス ベ ル ク の ヴ ィ ル ヘ ル ム ・ レ デ ィ ー ス ） の 指 揮 命 令 下 に 置 か

れ た 。占 領 者 た ち は 、「 主 人 だ 」と 誇 り 、そ れ を 日 常 的 に 見 せ つ け た 。ユ ダ

ヤ 人 に 対 す る 侮 辱 と 虐 待 、 ポ ー ラ ン ド 人 民 衆 に 対 す る 大 々 的 な 差 別 は 日 常

茶 飯 事 と な っ た 。 東 部 に 配 置 さ れ た 幹 部 た ち の 多 く は 、 彼 ら の 新 し い 活 動

に 自 ら を 肥 や す 機 会 を 見 つ け 、 あ る い は 自 ら の 地 位 を ほ か で よ り も 改 善 す

る チ ャ ン ス を 見 出 し た 。 そ れ は 、 特 に ド イ ツ 国 内 で は 不 遇 を か こ ち 経 済 的

失 敗 の 挽 回 を 期 し た 役 人 た ち に 当 て は ま っ た 4 4。  

 

【 ド イ ツ 併 合 地 域 民 族 性 強 化 ・ ゲ ル マ ン 化 政 策 と 追 放 】  

 占 領 し た ポ ー ラ ン ド の 将 来 の 中 心 的 目 標 に 数 え ら れ る の は 、 併 合 地 域 の

ゲ ル マ ン 化 で あ っ た 。 こ の 「 民 族 性 プ ロ ジ ェ ク ト 」 は 、 第 一 次 大 戦 以 降 の

⾧ い 伝 統 、 お よ び そ れ よ り も 古 い 追 放 作 戦 の 経 験 に さ か の ぼ る も の で あ っ

た 4 5。人 種・空 間 専 門 家 た ち は す で に 1937 年 以 降 ポ ー ラ ン ド の「 民 族 再 編 」

を 議 論 し て い た 。 そ れ は 1938 年 に オ ー ス ト リ ア 併 合 で ヒ ト ラ ー が ヨ ー ロ

ッ パ の 国 境 再 編 を 開 始 し て か ら の ナ チ 体 制 の 移 住 政 策 ・ 追 放 政 策 の 全 体 構

想 の 文 脈 の 中 に あ っ た 。 ポ ー ラ ン ド に は ド イ ツ 勢 力 圏 か ら の ユ ダ ヤ 人 被 追

放 者 や 難 民 と 並 ん で 、 す で に 何 万 人 も の チ ェ コ 人 が ド イ ツ 併 合 地 域 ズ デ ー

テ ン ラ ン ト か ら や っ て き て い た 。1938 年 に 自 治 が 宣 言 さ れ た が ハ ン ガ リ ー

に 領 土 を 割 譲 し な け れ ば な ら な か っ た ス ロ ヴ ァ キ ア か ら も 、 ユ ダ ヤ 人 が 追

放 さ れ て き た 4 6。  

  し か し 、 追 放 プ ロ ジ ェ ク ト は 1939 年 9 月 以 降 、 ま っ た く 新 し い 次 元 に

な っ た 。 ヒ ト ラ ー は 10 月 6 日 、 国 会 で ド イ ツ 占 領 地 域 に お け る 民 族 的 諸

関 係 の 新 秩 序 を 告 知 し た 。 そ れ は 独 ソ 不 可 侵 条 約 で は 秘 密 に さ れ て い た 独

ソ に よ る 領 土 分 割 の 公 然 た る 表 明 で あ っ た 。 分 割 は 、 ド イ ツ 領 土 の 東 部 で

「 平 和 的 、安 定 的 で 同 時 に 耐 え う る 環 境 を も た ら す 」も の と さ れ た 。ま た 、

「 ド イ ツ の 利 害 と 希 望 が ソ ヴ ィ エ ト ・ ロ シ ア の そ れ ら と 完 ぺ き に 合 致 」 し
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て い る と さ れ た 。 両 国 は 、 両 国 間 で 問 題 と な る よ う な 状 態 が 発 生 し 、 そ れ

が 不 穏 の 芽 と な り 、 両 大 国 の 関 係 が 互 い に 不 利 に な り う る よ う な こ と の な

い よ う に 決 断 し た の だ と し た 。 ド イ ツ と ソ ヴ ィ エ ト ・ ロ シ ア は 、 双 方 の 利

害 関 心 領 域 の 「 明 確 な 境 界 」 を 線 引 き し 、 パ ー ト ナ ー に 何 ら か 加 害 を 与 え

う る よ う な す べ て の こ と を 阻 止 す る こ と に し た 、領 土 再 編 を 正 当 化 し た 4 7。 

 

【「 労 働 民 族 」 ポ ー ラ ン ド 人 と 追 放 対 象 ユ ダ ヤ 人 】  

 1940 年 春 、 ヒ ム ラ ー は ド イ ツ 民 族 性 強 化 の 全 権 と し て 、「 東 部 に お け る

非 ド イ ツ 諸 民 族 の 取 り 扱 い に 関 す る 若 干 の 考 え 」 と い う 基 本 文 書 を ヒ ト ラ

ー に 提 示 し た 。そ こ で は 、ド イ ツ 人 を 頂 点 に 置 き 、そ の 下 に ポ ー ラ ン ド 人 、

ウ ク ラ イ ナ 人 、 白 ロ シ ア 人 、 ゴ ラ ル 人 、 レ ム ケ 人 、 カ シ ュ ー ブ 人 と い っ た

諸 民 族 を 位 置 付 け 、 階 層 的 序 列 の 最 底 辺 に ユ ダ ヤ 人 を 置 い た 。 そ し て 、 ⾧

期 的 に は 、「 ユ ダ ヤ 人 と い う 概 念 自 体 が 、全 ユ ダ ヤ 人 を ア フ リ カ へ 大 規 模 に

移 住 さ せ 、そ の 残 り は 一 つ の コ ロ ニ ー に 移 住 さ せ る と い う 可 能 性 に よ っ て 、

完 全 に 消 え 去 っ て し ま う の を み た い と 望 ん で い る 」と し た 。こ の 段 階 で も 、

ユ ダ ヤ 人 移 住 ・ 追 放 政 策 が 基 本 で あ っ た こ と は 明 確 で あ る 。 そ れ で も 、 ヒ

ト ラ ー は 、 こ の 文 書 を 極 秘 に し て お く よ う 命 じ た 4 8。  

 

【 電 撃 的 勝 利 と マ ダ ガ ス カ ル へ の 追 放 計 画 】  

こ の 後 、1940 年 4 月 ～ 6 月 の 西 部 戦 線 で の 電 撃 的 勝 利 は 、ヒ ム ラ ー の 想

定 し た「 ア フ リ カ へ の 大 規 模 移 移 住 」の 具 体 的 プ ラ ン 4 9、す な わ ち フ ラ ン ス

植 民 地 を 取 得 し て の マ ダ ガ ス カ ル へ の 500 万 人 規 模 の 移 住 政 策 の プ ラ ン を

生 み 出 す こ と に な る 。 も ち ろ ん 、 そ の 具 体 化 は 、 戦 争 の 継 続 、 ア フ リ カ へ

の 海 上 覇 権 の 未 実 現 に よ り 、 単 な る 構 想 に と ど ま る 。 そ れ だ け で は な く 、

占 領 下 ・ 支 配 下 の ユ ダ ヤ 人 の 生 活 諸 条 件 の 悪 化 が マ ジ ョ リ テ ィ の 生 活 条 件

の 悪 化 と 関 連 し 、 ド イ ツ 軍 事 経 済 の 隘 路 と 結 び つ い て 、 当 面 の 解 決 策 を 求

め る こ と に な る 。  

1940 年 10 月 2 日 、ヒ ト ラ ー は 、宰 相 府 住 居 で ボ ル マ ン 、フ ラ ン ク 、シ
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ー ラ ッ ハ ら と 会 談 し た 際 、ポ ー ラ ン ド の 将 来 の 取 り 扱 い を 詳 し く 説 明 し た 。

会 議 冒 頭 、総 督 府 ⾧ 官 フ ラ ン ク は 、総 督 府 の 活 動 報 告 を 行 い 、「 ま っ た く 成

功 し て い る 」 と 述 べ た 。 ワ ル シ ャ ワ と そ の ほ か の 諸 都 市 の ユ ダ ヤ 人 は 「 今

で は ゲ ッ ト ー に 押 し 込 め ら れ 」、ク ラ カ ウ は ご く 近 い う ち に「 ユ ダ ヤ 人 ゼ ロ

と な ろ う 」 と 。 こ れ に 対 し 、 大 管 区 ⾧ 官 シ ー ラ ッ ハ は 、 ウ ィ ー ン に は ま だ

５ 万 人 以 上 の ユ ダ ヤ 人 が 居 る 。こ れ は 、「 フ ラ ン ク 博 士 が 引 き 受 け な け れ ば

な ら な い も の だ 」と 異 論 を は さ ん だ 。そ れ に 対 し 、フ ラ ン ク は 、「 そ れ は 不

可 能 だ 」 と 応 じ た 。 大 管 区 ⾧ コ ッ ホ が 、 ド イ ツ に 併 合 し た 「 ツ ィ ー ヘ ナ ウ

地 域 か ら 、 こ れ ま で ポ ー ラ ン ド 人 も ユ ダ ヤ 人 も 追 放 さ れ て い な い 」、「 も ち

ろ ん こ れ ら の ユ ダ ヤ 人 も ポ ー ラ ン ド 人 も 、 総 督 府 が 引 き 受 け な け れ ば な ら

な い も の だ 」 と 口 を は さ ん だ 。 こ れ に も フ ラ ン ク は 反 論 し た 。 そ の よ う な

人 数 の ポ ー ラ ン ド 人 と ユ ダ ヤ 人 を 総 督 府 に 送 り 込 む な ど は 不 可 能 だ 。 何 の

宿 泊 の 可 能 性 も な い の だ か ら 、 と 5 0。  

ヒ ト ラ ー は こ う し た 責 任 擦 り 付 け 合 い の 議 論 を 聞 い た 後 、 ポ ー ラ ン ド の

将 来 に つ い て 述 べ た 。 最 初 に ⾧ 時 間 か け て ド イ ツ 労 働 者 の 高 い 水 準 と 「 低

級 な 労 働 に 生 ま れ つ い た 」 ポ ー ラ ン ド 人 の 劣 等 性 に つ い て 詳 細 に 述 べ た 。

最 後 に 、「 無 条 件 に 守 ら な け れ ば な ら な い 」 こ と と し て 、「 ポ ー ラ ン ド 出 自

の 主 人 」の 存 在 を 許 し て な ら な い と し た 。「 ポ ー ラ ン ド 出 自 の 主 人 」が 居 る

と こ ろ で は 、「 苛 酷 に 響 く か も し れ な い が 、 彼 ら は 殺 害 さ れ る べ き だ 」 と 。

こ の 時 点 で も 、「 殺 害 」に を 明 確 に 言 及 し た の は 、ポ ー ラ ン ド 人 エ リ ー ト の

排 除 と い う 文 脈 で あ っ た 。 ポ ー ラ ン ド 人 に は 「 た だ 一 人 の 主 人 を 、 す な わ

ち ド イ ツ 人 を 与 え れ ば い い の だ 。 相 並 ぶ 二 人 の 主 人 は あ り え な い し 、 そ ん

な こ と を 許 す わ け に は い か な い 。 だ か ら 、 ポ ー ラ ン ド 人 イ ン テ リ ゲ ン チ ャ

の す べ て の 代 表 者 は 殺 害 さ れ な け れ ば な ら な い 」、と 5 1。す な わ ち 、「 指 導 者

な き 労 働 民 族 」 と し て ポ ー ラ ン ド 人 大 衆 を 支 配 し 隷 属 下 に 置 く す る こ と が

ヒ ト ラ ー の 一 貫 し た 目 標 で あ っ た 。  

 戦 争 経 済 の 現 状 、 ド イ ツ 人 労 働 者 の 大 量 徴 兵 ・ 軍 需 生 産 動 員 に 伴 う 労 働

不 足 を 補 充 す る た め の 労 働 力 と し て 、 ポ ー ラ ン ド 人 を ド イ ツ に 連 れ て く る



2020-10-28 締切/投稿：横浜市大論叢、社会科学系列、72‐1・2 合併号 

 

23 

 

こ と は 必 要 不 可 欠 で あ っ た 。 だ が 、 も ち ろ ん 、 ド イ ツ 人 と 「 ポ ー ラ ン ド 人

と の 混 血 は 許 さ れ な い 」 の で 、 ポ ー ラ ン ド 人 の 男 子 労 働 者 と 女 性 労 働 者 を

一 緒 に 労 働 収 容 所 に 「 放 り 込 め ば い い の だ 」 っ た 5 2。  

 ヒ ト ラ ー か ら す れ ば 、「 総 督 府 は ポ ー ラ ン ド 人 保 留 地 」に 過 ぎ な い の で あ

り 、 そ の 全 体 が 「 大 き な ポ ー ラ ン ド 人 労 働 収 容 所 」 で あ っ た 。 ポ ー ラ ン ド

人 は そ れ か ら「 利 益 を 得 る 」の だ 。な ぜ な ら 、「 彼 ら の 健 康 を 維 持 し 、飢 え

さ せ な い 配 慮 す る か ら 」 だ っ た 。 し か し 、 彼 ら を 決 し て 高 い 段 階 に 引 き 上

げ て は な ら な い 。 な ぜ な ら 、 そ ん な こ と を す れ ば ア ナ ー キ ス ト か コ ミ ュ ニ

ス ト に な る だ ろ う か ら 、 と 。 だ か ら 、 ポ ー ラ ン ド 人 が カ ト リ ッ ク 主 義 を 保

持 し た ま ま に し て 置 く の は 、「 ま っ た く 正 し い 」の で あ っ た 。ポ ー ラ ン ド 人

司 祭 は 我 々 か ら 食 料 を 得 る こ と に な ろ う 。 そ の 代 わ り 、 彼 ら は 彼 ら の 子 羊

を 我 々 が 望 む や り 方 で 指 導 監 督 し な け れ ば な ら な い 、 と 5 3 。 こ う し た 脈 絡

で 、 マ イ ノ リ テ ィ ・ ユ ダ ヤ 人 は 労 働 民 族 と し て の 活 用 は 予 定 さ れ て は お ら

ず 、 移 住 ・ 追 放 の 対 象 の ま ま で あ っ た 。  

 

【 短 期 的 措 置 と し て の ユ ダ ヤ 人 「 清 掃 」】  

 占 領 地 域 東 部 に 保 留 地 を 作 り 、 そ の 中 に ユ ダ ヤ 人 を 「 清 掃 」 す る 構 想 、

す な わ ち 保 留 地 へ の ユ ダ ヤ 人 追 放 構 想 は 、 ま だ 戦 闘 行 為 が 継 続 中 の 時 で さ

え 治 安 警 察 首 脳 が 議 論 し て い た 。 ラ イ ン ハ ル ト ・ ハ イ ド リ ヒ 治 安 警 察 ⾧ 官

は 、ア イ ン ザ ッ ツ グ ル ッ ペ に 対 し 1939 年 9 月 21 日 付 速 達 で 、ヴ ェ ス ト ポ

ー レ ン の ユ ダ ヤ 人 住 民 を 農 村 部 か ら 交 通 事 情 の 良 好 な 場 所 に 追 放 し 、 そ こ

に 集 中 す る こ と を 命 じ た 。「 占 領 地 域 の ユ ダ ヤ 人 問 題 」と 題 す る こ の 速 達 は 、

「 計 画 さ れ て い る 全 体 措 置 （ し た が っ て 最 終 目 標 ） に つ い て は 厳 密 に 秘 密

を 守 る よ う に 」 と 命 令 し た 。 ⾧ 期 間 を 要 す る 最 終 目 標 と こ の 最 終 目 標 実 現

の 中 間 的 短 期 的 諸 段 階 と は 区 別 す る べ き も の だ と し た 。最 終 目 標 に は 、「 技

術 的 に も 経 済 的 に も 最 高 度 に 抜 本 的 な 準 備 」 が 必 要 で あ っ た 。 し か も 、 そ

の 間 に 発 生 す る 諸 課 題 は 、 細 部 を 確 定 で き る も の で は な か っ た 。 そ う 限 定

し た 上 で 各 ア イ ン ザ ッ ツ グ ル ッ ペ 隊 ⾧ に 当 面 の 行 動 の 基 本 指 針 を 明 示 し た
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5 4。  

第 一 に 、 最 終 目 標 の た め の 最 初 の 前 提 は 、 さ し あ た り 、 ユ ダ ヤ 人 の 「 農

村 か ら 比 較 的 大 き な 諸 都 市 へ の 集 中 」 で あ っ た 。 そ の 際 、 こ の 時 点 で ド イ

ツ に 併 合 す る 予 定 の 諸 州 （ す な わ ち 、 ダ ン ツ ィ ヒ 、 ヴ ェ ス ト プ ロ イ セ ン 、

ポ ー ゼ ン 、 オ ス ト オ ー バ ー シ ュ レ ー ジ エ ン ） と そ れ 以 外 の 占 領 諸 地 域 （ 総

督 府 に 予 定 さ れ た 地 域 ）と は 区 別 す る も の と し た 。前 者 の 地 域 は 、「 可 能 な

限 り ユ ダ ヤ 人 を 一 掃 す る も の 」と し 、少 な く と も「 ご く わ ず か の 集 中 都 市 」

を 創 出 す る こ と を 目 指 す も の と し た 。総 督 府 に 予 定 の 地 域 は 、「 最 大 限 可 能

な 限 り わ ず か の 集 中 基 地 」 を 設 定 し 、 後 々 の 諸 措 置 が 容 易 に な る よ う に し

な け れ ば な ら な か っ た 。 そ の よ う な 集 中 基 地 と し て の 諸 都 市 は 、 鉄 道 網 の

結 節 点 で あ る か 、 少 な く と も 鉄 道 沿 線 に 立 地 し な け れ ば な ら な か っ た 。 基

本 的 に 500 人 以 下 の ユ ダ ヤ 人 共 同 体 は 解 体 し 、近 隣 の 集 中 都 市 に 移 さ れ る

も の と し た 5 5。  

第 二 に 、 ユ ダ ヤ 人 ⾧ 老 会 議 の 設 置 。  

1.） す べ て の ユ ダ ヤ 人 共 同 体 に 、 可 能 な 限 り 、 指 導 的 な 人 物 や ラ ビ で 構

成 さ れ る ⾧ 老 会 議 を 設 置 す べ き も の と し た 。 こ の 組 織 に す べ て の 既 発 と 今

度 発 出 さ れ る 指 示 の 正 確 か つ 時 間 厳 守 の 遂 行 の 「 全 責 任 」 を と ら せ る も の

と し た 。２ ．）そ う し た 指 示 の サ ボ タ ー ジ ュ の 場 合 、こ の 会 議 に は「 も っ と

も 厳 格 な 措 置 」 が 執 ら れ る も の と し た 。 3．） ⾧ 老 会 議 は ま た 性 別 年 齢 別 の

人 数 確 認 や 職 業 階 層 の 把 握 も 行 わ せ 、 最 短 期 間 で そ の 結 果 を 報 告 さ せ る こ

と に し た 。4.）そ し て 、こ の ⾧ 老 会 議 に 、出 立 の 日 時 ・ 期 限 、出 立 可 能 性 、

最 後 に 出 立 路 を 通 知 す る も の と し た 。 ユ ダ ヤ 人 の 都 市 集 中 化 の 理 由 と し て

は 、「 ユ ダ ヤ 人 が 不 規 則 軍 事 組 織 の 襲 撃 や 略 奪 活 動 に 最 も 決 定 的 に 参 加 し て

い る 」 か ら だ と し た 5 6。  

 

【「 帝 国
ラ イ ヒ

ゲ ッ ト ー 」 設 置 構 想 と 移 送 開 始 、 し か し 中 断 】  

 会 議 の 翌 日 に は 、 ハ イ ド リ ヒ は は や く も 「 ド イ ツ 管 理 下 ク ラ カ ウ ・ ユ ダ

ヤ 人 国 家 」 な る 構 想 を 語 っ て い た 。 彼 は 、 新 設 の ラ イ ヒ （ 帝 国 ） 保 安 本 部
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の ⾧ 官 に 任 命 さ れ た が 、そ の 最 初 の 局 ⾧ 会 議 で は 、「 ワ ル シ ャ ワ 後 方 ル ブ リ

ン 周 辺 」 に 将 来 の ド イ ツ 管 区
ガ ウ

か ら 移 住 さ せ な け れ ば な ら な い 「 す べ て の 政

治 的 ユ ダ ヤ 的 分 子 」を 入 れ る「 帝 国 ゲ ッ ト ー (Reichs-Ghetto)」構 想 を 開 陳

し た 5 7。  

 彼 の 部 下 は そ の 具 体 的 措 置 を 執 っ た 。ゲ シ ュ タ ポ ⾧ 官 ハ イ ン リ ヒ・ミ ュ ラ

ー は 、ラ イ ヒ 保 安 本 部 移 住 課 ⾧ ア ド ル フ・ア イ ヒ マ ン 5 8に 、東 部 オ ー バ ー シ

ュ レ ー ジ エ ン （ カ ト ヴ ィ ツ 地 区 ） か ら の 7 万 な い し 8 万 人 の ユ ダ ヤ 人 の 追

放 を 命 じ た 。ヴ ァ イ ク セ ル 川 を 越 え て 東 の 方 向 に 。同 時 に 、メ ー リ ッ シ ュ・

オ ス ト ラ ウ 地 方 の ユ ダ ヤ 人 も 「 追 放 で き る 」 と 。 同 じ 措 置 は 、 最 近 の 諸 事

件 と の 関 連 で 避 難 所 を 求 め て ポ ー ラ ン ド か ら や っ て き て 当 地 に 居 る す べ て

の ユ ダ ヤ 人 移 民 に も 。 そ し て 、 こ の 活 動 は 、 第 一 に は こ こ で 集 め た 経 験 に

基 づ い て 大 規 模 な 「 疎 開 」 が で き る よ う に す る た め の 「 経 験 収 集 に 役 立 て

る べ き も の 」 で あ っ た 5 9。  

 ア イ ヒ マ ン は 、 1939 年 10 月 半 ば 、 ル ブ リ ン 地 区 西 部 の 小 都 市 ニ ス コ ・

ア ム・サ ン に ユ ダ ヤ 人 を 送 り 込 む こ と を 決 定 し た 。彼 は 10 月 18 日 か ら 10

月 26 日 の 間 に 、5 本 の 輸 送 列 車 で 合 計 約 5 千 人 を ウ ィ ー ン 、ベ ー メ ン ・ メ

ー レ ン 保 護 領 の メ ー リ ッ シ ュ ‐ オ ス ト ラ ウ 、 カ ト ヴ ィ ツ ェ か ら そ こ に 連 行

し た 。 と こ ろ が 、 そ の 受 け 入 れ 準 備 が 全 く な さ れ て い な か っ た 。 そ こ で ミ

ュ ラ ー は 、 移 送 の た め に は 「 中 央 の 指 導 が 必 要 」 と の 理 由 付 け で 移 送 計 画

を ス ト ッ プ し た 。 12 月 21 日 、 ヒ ム ラ ー が こ の 追 放 作 戦 の 継 続 を 「 禁 止 し

た 」。そ れ ま で に 追 放 さ れ た ユ ダ ヤ 人 の 多 く は 、独 ソ 暫 定 国 境 線 を 越 え て 逃

亡 す る か 、 近 隣 の い ず こ か で 何 と か 生 き 延 び る か し た 。 ニ ス コ の 収 容 所 が

40 年 4 月 に 解 体 さ れ た と き 、ま だ 残 っ て い た 500 人 ほ ど の 囚 人 は 、ウ ィ ー

ン や メ ー リ ッ シ ュ ‐ オ ス ト ラ ウ に 帰 還 し た 6 0。  

 

【 1939 年 12 月 の ユ ダ ヤ 人 保 留 地 構 想 】  

  総 督 フ ラ ン ク は 、「 ド イ ツ 、ウ ィ ー ン 、そ の 他 ど こ か ら で も 」自 分 の 統 治

下 に 受 け 入 れ る と 折 に 触 れ 表 明 し 、 部 下 た ち に 総 督 府 を ユ ダ ヤ 人 の た め の
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「 大 き な 集 中 空 間 」 に し な け れ ば な ら な い と 説 明 し て い た 。 そ の 上 で 、 彼

は あ ら か じ め ユ ダ ヤ 人 の「 漸 次 的 没 落 」も 考 え に 入 れ て い た 。「 ユ ダ ヤ 人 の

場 合 は 、 あ っ さ り 片 付 け る 。 最 終 的 に 肉 体 的 に ユ ダ ヤ 人 種 を 片 付 け る こ と

が で き れ ば 、喜 び だ 。た く さ ん 死 ね ば 、そ れ だ け い い の だ 」と 6 1。こ れ は 、

実 際 に 、 1941 年 12 月 に も っ と 露 骨 に 表 明 さ れ 、 実 施 さ れ る こ と に な る 発

想 で あ っ た 。  

で は 総 督 府 の ど こ に 集 中 す る の か 。1939 年 12 月 の 文 書 に よ れ ば 、「 ド イ

ツ の ユ ダ ヤ 人 問 題 の 最 終 解 決 」 と し て 、 正 確 に は 輪 郭 が 描 か れ な い 地 域 に

お い て で あ っ た が 、 い わ ゆ る 「 ユ ダ ヤ 人 保 留 地 」 が 設 定 さ れ る 可 能 性 が 示

さ れ た 。た だ 、こ の 時 点 で は 、ポ ー ラ ン ド に ユ ダ ヤ 人 保 留 地 を 創 出 す る か 、

あ る い は 、 将 来 の 総 督 府 ポ ー ラ ン ド に ユ ダ ヤ 人 を 「 泊 め て お く 」 の か の 問

題 が 出 て き て い た の で あ り 、確 定 的 な こ と は 決 ま っ て い な か っ た 。も し も 、

保 留 地 を 創 出 す る 場 合 、 こ れ が ユ ダ ヤ 人 か ラ イ ヒ ・ ド イ ツ 人 の い ず れ に よ

っ て 管 理 さ れ る べ き な の か 、検 討 す る 必 要 が あ る 。ユ ダ ヤ 人 の 管 理 の 方 が 、

ド イ ツ 人 の 行 政 官 吏 が 節 約 で き る の で 、 有 利 で は な い か 。 指 導 的 地 位 の み

ド イ ツ 人 が 占 め れ ば い い の だ 。 さ ら に 、 ド イ ツ 国 内 、 オ ス ト マ ル ク と ベ ー

メ ン ・ メ ー レ ン か ら の ユ ダ ヤ 人 移 住 が 完 了 す る ま で は 、 管 理 を 治 安 警 察 の

指 導 下 に 置 い て お く の が 適 切 だ と し て い た 6 2。  

 ユ ダ ヤ 人 移 住 が 保 留 地 創 出 に 鑑 み て さ ら に 実 施 さ れ る か ど う か 、 最 終 的

な 決 定 が な さ れ る こ と に な ろ う 。 お ま け に 保 留 地 は 外 交 的 に は 西 側 列 強 に

対 す る 優 れ た 圧 迫 手 段 と な る で あ ろ う 。 お そ ら く 、 こ れ に よ っ て 戦 争 終 結

後 の 世 界 的 解 決 の 問 題 が 提 起 さ れ る う る こ と に な ろ う 、 と 6 3 。 こ の 段 階 で

は 、 戦 争 に 勝 利 し 、 ユ ダ ヤ 人 の 保 留 地 問 題 を 世 界 的 に 問 題 提 起 し 、 解 決 し

て い こ と い う ⾧ 期 的 発 想 が あ っ た の だ 。   

 

【 1940 年 3 月 、 保 留 地 構 想 の 放 棄 、 住 民 入 れ 替 え 計 画 の 推 進 】  

 し か し 、早 く も 三 か 月 後 に は ヒ ト ラ ー が ユ ダ ヤ 人 保 留 地 構 想 を 放 棄 し た 。

国 防 軍 も 、 ソ 連 と の 国 境 近 く へ の ユ ダ ヤ 人 住 民 の 集 中 に 反 対 し た 。 そ こ で
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ヒ ム ラ ー は 、 部 下 の 親 衛 隊 警 察 指 導 部 に 、 今 後 は ル ブ リ ン 周 辺 地 域 だ け で

は な く 全 総 督 府 を 区 別 な く「 ド イ ツ に と っ て 人 種 的 に 無 用 の も の の 溜 め 池 」

と す る よ う 指 示 し た 6 4。  

  ヒ ム ラ ー は ド イ ツ 民 族 性 強 化 ラ イ ヒ 委 員 と し て 、 同 時 に 「 住 民 入 れ 替 え

（ Umvolkung）」計 画 全 権 で も あ り 、総 督 府 を そ の 観 点 か ら と ら え て い た 。

一 方 で 、 す で に 1939 年 10 月 半 ば 、 ハ イ ド リ ヒ の 命 令 で 移 民 中 央 本 部

（ Einwandererzentra ls te l l e） が 作 ら れ 、 外 国 か ら の ド イ ツ 系 住 民 グ ル ー プ

の 入 植 を 組 織 し て い た 。 そ の 本 拠 地 を 40 年 1 月 か ら は ウ ッ チ に 置 き 、 い

く つ か の 支 部 を 擁 し て い た 6 5 。 他 方 で 、 ユ ダ ヤ 人 と ポ ー ラ ン ド 人 の 追 放 を

担 当 す る の は 、 ポ ー ゼ ン の 移 民 本 部 で あ っ た 。 ヒ ム ラ ー が 親 衛 隊 と 警 察 に

最 初 に 指 示 し た の は 、 ド イ ツ に 併 合 し た 地 域 か ら の ユ ダ ヤ 人 住 民 と 望 ま し

か ら ざ る ポ ー ラ ン ド 人 の 総 督 府 へ の 追 放 で あ っ た 。  

 1939 年 10 月 19 日 の ド イ ツ 民 族 性 強 化 ラ イ ヒ 委 員 の 命 令 と 指 針 は 、 第

一 段 階 の 活 動 と し て 、 約 55 万 人 の ユ ダ ヤ 人 と ド イ ツ に 敵 対 的 な ポ ー ラ ン

ド 人 と ポ ー ラ ン ド 人 知 識 人 階 級 を ダ ン ツ ィ ヒ と ポ ー ゼ ン か ら 初 め て ド イ ツ

国 境 か ら ポ ー ラ ン ド 総 督 府 に 追 放 す る 、 そ の 際 、 ユ ダ ヤ 人 は ヴ ァ イ ク セ ル

川 の 東 方 、 ヴ ァ イ ク セ ル 川 と ブ ー ク 側 の 間 の 地 域 に 収 容 す る も の と し た 。

旧 ポ ー ラ ン ド 国 家 、 被 追 放 ポ ー ラ ン ド 人 知 識 階 級 、 お よ び 敵 対 行 為 に よ り

射 殺 さ れ た か 追 放 さ れ た ポ ー ラ ン ド 人 の 土 地 を 没 収 す る 。 没 収 は 、 10 月 7

日 の ド イ ツ 民 族 性 強 化 の た め の 総 統 兼 ラ イ ヒ 首 相 の 政 令 に 基 づ い て 行 う の

だ と し た 。 そ の 後 、 都 市 と 農 村 の 計 画 的 な 移 住 を 進 め る こ と と し 、 そ れ に

は 何 年 も 、 お そ ら く は 年 十 年 も か か る と し た 6 6。  

  指 導 的 な 東 方 研 究 者 が こ の 政 策 の 知 的 擁 護 を 行 っ た 。歴 史 家 テ オ ド ー ル・

シ ー ダ ー も 擁 護 論 を 覚 書 に ま と め た 。そ れ に よ れ ば 、「 最 大 規 模 の 住 民 移 動 」

に よ っ て ド イ ツ 人 と ポ ー ラ ン ド 人 の 民 族 グ ル ー プ を 分 離 す べ き だ っ た 。 彼

は 、 東 ヨ ー ロ ッ パ か ら の 「 帰 還 ド イ ツ 人 入 植 者 」 を ド イ ツ に 併 合 し た 諸 州

に 植 民 さ せ 、 反 対 に そ の 諸 州 で 生 活 し て い る ポ ー ラ ン ド 人 か ら 大 々 的 に 所

有 剥 奪 を 行 い 、 追 放 す る こ と を 提 案 し た 。 彼 ら ポ ー ラ ン ド 人 に は 、 占 領 地
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し た ほ か の 地 域 に 場 所 を 作 っ て や べ き で あ っ た 。た だ し 、「 健 全 な 民 族 秩 序

の 構 築 」 に は 、 ポ ー ラ ン ド 人 居 住 地 域 の 「 非 ユ ダ ヤ 化 」 が 必 要 で あ っ た 。

も し そ う し な け れ ば 、「 ポ ー ラ ン ド 民 族 体 」の 破 壊 の 結 果 、新 し い 危 険 な 不

穏 状 態 が 発 生 す る か ら で あ っ た 6 7。  

 同 様 の 急 進 的 な 住 民 入 れ 替 え 政 策 は 、 ナ チ 党 全 国 指 導 部 の 人 種 政 策 局 か

ら も 出 さ れ て い た 。 そ の 11 月 25 日 付 覚 書 に よ れ ば 、 併 合 地 域 の ほ と ん ど

の 「 民 族 ポ ー ラ ン ド 人 」 と ユ ダ ヤ 人 を 「 仮 借 な く 迅 速 に 」 総 督 府 の 地 域 に

追 放 す べ き だ と し て い た 6 8。  

 

【 構 想 の 混 乱 と 近 距 離 計 画 の 具 体 化 】  

  ド イ ツ 占 領 の 最 初 の 半 年 間 は 、以 上 の よ う に さ ま ざ ま の 構 想 が 入 り 乱 れ 、

具 体 化 が 試 み ら れ て も 部 分 的 に 挫 折 し た 。 ド イ ツ 民 族 強 化 全 権 と 治 安 警 察

は 繰 り 返 し 新 し い 移 住 プ ロ ジ ェ ク ト を 作 り 直 し 、 そ れ ら プ ロ ジ ェ ク ト は 互

い に 入 れ 替 わ り 、修 正 さ れ た 。1939 年 10 月 30 日 、ヒ ム ラ ー は 全 ユ ダ ヤ 人

と ポ ー ラ ン ド 人 の 詳 し く は 規 定 さ れ な い 一 部 分 、合 わ せ て 約 100 万 人 の 併

合 地 域 か ら 総 督 府 へ の 追 放 を 予 告 し た 。 一 か 月 後 、 彼 の 部 下 ハ イ ド リ ヒ は

い わ ゆ る 第 一 近 距 離 計 画 を 策 定 し た 。 そ れ に よ れ ば 、 12 月 1 日 か ら 17 日

に 、 併 合 地 域 の 一 部 ヴ ァ ル テ ガ ウ か ら 総 督 府 へ 8 万 ７ 千 人 以 上 を 連 れ 去 る

こ と に な っ て い た 。 こ れ は 主 と し て 都 市 住 民 だ っ た た め 、 追 放 対 象 者 は か

な り の 程 度 ユ ダ ヤ 人 で あ っ た 。 追 放 さ れ た 人 々 は 、 バ ル ト 三 国 と ウ ク ラ イ

ナ の ポ ー ラ ン ド 地 域 ヴ ォ リ ュ ー ニ エ ン か ら の ド イ ツ 系 入 植 者 に 場 所 を 提 供

さ せ ら れ る 計 画 で あ っ た 6 9。  

 す で に 1939 年 12 月 13 日 に は 、第 二 近 距 離 計 画 が 策 定 さ れ た 。こ れ は 、

40 年 4 月 末 ま で に 併 合 し た 西 部 ポ ー ラ ン ド 諸 地 域 か ら 60 万 人 を 追 放 す る

計 画 を 立 て 、 そ の う ち 喫 緊 に 22 万 人 の 移 送 を 予 定 す る も の で あ っ た 。 今

回 の 場 合 、 ほ と ん ど も っ ぱ ら ユ ダ ヤ 人 で あ っ た 。 第 二 近 距 離 計 画 は 、 ド イ

ツ 東 部 大 管 区
ガ ウ

（ す な わ ち 併 合 諸 州 ） の 「 年 齢 ・ 性 別 を 問 わ な い 全 ユ ダ ヤ 人

の 余 す と こ ろ の な い 把 捉 」 と 彼 ら の ポ ー ラ ン ド 総 督 府 へ の 追 放 を 企 て る も
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の で あ っ た 。 こ の 計 画 は 、 新 し い ド イ ツ 東 部 諸 州 の も っ ぱ ら ユ ダ ヤ 人 を 把

捉 す る も の で あ っ て 、旧 ド イ ツ の ユ ダ ヤ 人 を 対 象 と す る も の で は な か っ た 。

ま た 、 個 々 の ユ ダ ヤ 人 が 新 し い 東 部 大 管 区 か ら 旧 ド イ ツ や 、 オ ス ト マ ル ク

（ オ ー ス ト リ ア ）、プ ロ テ ク ト ラ ー ト に 入 る こ む こ と も 阻 止 し よ う と す る 作

戦 で あ っ た 。 そ し て 、こ の 計 画 は 、後 々 の ポ ー ラ ン ド 人 移 送 の た め の 諸 経

験 を 獲 得 す る 可 能 性 を 与 え る こ と を 想 定 し て い た 7 0。  

  こ の 計 画 の 「 退 去 指 針 」 に よ れ ば 、 年 齢 ・ 性 別 を 問 わ ず 住 宅 か ら 立 ち 退

か せ る 仕 事 は 、 治 安 警 察 ・ 保 安 部 が 任 命 し た ユ ダ ヤ 人 評 議 会 に や ら せ る こ

と に な っ て い た 。 地 元 の ユ ダ ヤ 人 に 直 ち に 名 簿 を 渡 し 、 性 別 ・ 年 齢 別 （ 18

歳 未 満 と 18 歳 か ら 60 歳 ま で 、 及 び 60 歳 以 上 ） の 分 離 が 命 じ ら れ た 。 誰

を ユ ダ ヤ 人 と 見 な す か の 定 義 に つ い て は 、 さ し あ た り 、 ニ ュ ル ン ベ ル ク 法

が 適 用 し た 7 1。「 疎 開 措 置 」 の 実 行 に あ た っ て 、何 と か 逃 れ よ う と す る も の

が 出 る 可 能 性 も あ り 、 民 間 企 業 や 役 所 で 必 要 人 員 だ と 回 避 措 置 を 執 ろ う と

す る も の が あ っ て も 、 ポ ー ラ ン ド 人 の 失 業 者 が 十 分 に い る の で 、 認 め て は

な ら な い 。 む し ろ 、 こ の 地 域 か ら の 徹 底 的 な ユ ダ ヤ 人 追 放 に こ そ 留 意 が 必

要 だ 、 と 。 携 帯 で き な い 財 産 価 値 の 没 収 を 可 能 に す る た め 、 財 産 の あ る ユ

ダ ヤ 人 を 輸 送 順 序 で 後 回 し に す る の が よ か ろ う 。 没 収 に 時 間 が か か る と い

っ て も 、 定 め ら れ た 明 け 渡 し 期 限 の 順 守 が 、 妨 げ ら れ て は な ら な い 。 必 要

な 場 合 に は 、 財 産 の あ る ユ ダ ヤ 人 は 財 産 状 態 に つ い て 非 ユ ダ ヤ 人 の 代 理 人

に 完 全 に 権 限 を 与 え て 情 報 を 提 供 し て お か せ る こ と と し た 。 旅 行 荷 物 は 、

可 能 な ら ば 携 帯 を 許 し た 。 た だ し 、 ス ー ツ ケ ー ス は 一 人 一 個 で 完 全 な 衣 類

を つ め て 。一 人 当 た り 一 枚 の 毛 布 、約 14 日 間 の 賄 い 、証 明 書 類 。ド イ ツ 貨

幣 の 携 帯 は 認 め ら れ な い 。 輸 送 列 車 か ら 退 出 す る と き 、 両 替 の た め に ポ ー

ラ ン ド 貨 幣 を 準 備 し て お く 。 有 価 証 券 、 外 貨 、 貯 蓄 預 金 手 帳 な ど は 持 参 さ

せ な い 。貴 重 品（ 金 、銀 、 プ ラ チ ナ ）、そ れ に 生 き 物 は 携 帯 不 可 。ユ ダ ヤ 人

が 輸 送 列 車 を 降 り る と き 、 駅 近 く の 広 間 に 集 め る 。 荷 物 持 参 で そ こ に 出 頭

さ せ 、 武 器 、 弾 薬 、 爆 薬 、 毒 薬 、 外 貨 、 宝 飾 品 、 余 分 な 貨 幣 を 調 べ る 7 2。  

 立 ち 退 き を 命 じ ら れ た ユ ダ ヤ 人 は 、ほ と ん ど の 場 合 、24 時 間 以 内 に 準 備
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を 完 了 し な け れ ば な ら な か っ た 。 多 く の も の が 、 暖 房 の な い 貨 物 列 車 の な

か で 輸 送 を 生 き 延 び る こ と は で き な か っ た 。1940 年 1 月 の あ る 移 送 列 車 で

は 、 寒 さ の た め 、 凍 死 者 が 100 人 も 出 た 。 降 車 後 、 目 的 地 ま で か な り ⾧ 距

離 の 徒 歩 行 進 が 続 く こ と も ま れ で は な か っ た 7 3。  

 併 合 し た 諸 州 に 入 植 す る バ ル ト ・ ド イ ツ 人 の た め の 住 宅 と 仕 事 場 を 十 分

に 提 供 す る こ と が で き る よ う に 、 ハ イ ド リ ヒ は 第 二 近 距 離 計 画 に 「 中 間 計

画 」 を 付 け 加 え た 。 1940 年 2 月 7 日 か ら 3 月 15 日 ま で に 移 送 列 車 は 4 万

２ 千 人 以 上 を 、 ほ ぼ 例 外 な く 総 督 に 送 り 込 ん だ 。 ヒ ム ラ ー の ド イ ツ 民 族 強

化 全 権 事 務 所 は 、 そ の 上 、 こ れ に 先 立 つ 1 月 に は 、 併 合 し た 西 部 ポ ー ラ ン

ド か ら の 全 大 量 追 放 の た め の 「 全 体 計 画
ゲ ネ ラ ー ル プ ラ ン

」 を 作 り 上 げ て い た 。 こ れ に よ れ

ば 、⾧ 期 的 に は 340 万 人 を 下 ら な い ポ ー ラ ン ド 人 を こ の 地 域 か ら 追 放 す る

計 画 で あ り 、全 ユ ダ ヤ 人 に つ い て は 、は や く も 「 40 年 春 ま で に 」完 了 す る

こ と に な っ て い た 7 4。  

 

３ ． 対 英 仏 戦 争 と 追 放 ・ ゲ ッ ト ー 化 強 行 ― ― 1941 年 春 ま で  

 

【 対 英 仏 戦 時 経 済 体 制 構 築 と 労 働 力 の 必 要 性 】  

 1939 年 9 月 1 日 の ナ チ ス・ド イ ツ の 奇 襲 攻 撃 、こ れ に 対 す る 英 仏 の 9 月

3 日 の 宣 戦 布 告 に よ り 勃 発 し た 戦 争 だ が 、 英 仏 は ポ ー ラ ン ド 支 援 の 軍 隊 を

送 る こ と は な く 、 陸 上 で の 戦 闘 開 始 の 40 年 5 月 ま で は 周 知 の よ う に 「 奇

妙 な 戦 争 」、「 ま や か し の 戦 争 」 な ど と 称 さ れ た 。 だ が 、 英 仏 と の 軍 事 的 衝

突 の 準 備 を 進 め る 中 で 、 次 第 に ポ ー ラ ン ド 占 領 政 策 に お け る 経 済 的 考 慮 も

前 面 に 出 て く る こ と に な っ た 。 1940 年 2 月 12 日 の 東 方 問 題 会 議 で 、 経 済

政 策 担 当 の 四 か 年 計 画 全 権 ヘ ル マ ン・ゲ ー リ ン グ は 、占 領 当 局 に 、「 も っ と

戦 争 経 済 の 諸 要 求 に 配 慮 す る よ う 」 警 告 を 発 し た 。 併 合 諸 州 、 す な わ ち 新

し い 「 東 部 の 諸 大 管 区 」 は 、 一 方 で は 農 業 生 産 を 引 き 上 げ な け れ ば な ら ず

農 業 労 働 力 需 要 は 増 大 し 、 他 方 で は 旧 ド イ ツ に 労 働 力 を 大 規 模 に 提 供 し な

け れ ば な ら な く な っ た 7 5。そ の こ と は 、今 後 、ポ ー ラ ン ド か ら の 移 送 を 西 方
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に 向 け る こ と を 意 味 し た 。  

 ゲ ー リ ン グ は 、 総 督 フ ラ ン ク 、 親 衛 隊 全 国 指 導 者 ヒ ム ラ ー 、 大 蔵 大 臣 フ

ォ ン・ク ロ ー ジ ク 、併 合 諸 州 責 任 者 な ど が 列 席 す る 上 の 会 議 冒 頭 、「 東 部 で

と る べ き 全 諸 措 置 の 最 高 の 目 標 は 、 ド イ ツ 戦 争 ポ テ ン シ ャ ル の 強 化 で な け

れ ば な ら な い 」と 断 言 し た 。そ の 見 地 か ら す れ ば 、東 部 の 新 諸 州（ 大 管 区 ）

は 、旧 ド イ ツ の ス タ ン ダ ー ド に「 直 ち に は も た ら す こ と は で き な い 」。生 活

条 件 の 均 等 化 は 、 オ ス ト マ ル ク （ オ ー ス ト リ ア ） や ズ デ ー テ ン 大 管 区 よ り

も 遅 く な ら ざ る を 得 な い 。 戦 争 終 結 後 に は じ め て 全 力 で 東 部 の 復 興 を 遂 行

で き る の だ っ た 7 6。  

農 業 の 課 題 は 、 所 有 関 係 が ど う あ れ 、 新 東 部 諸 州 か ら 可 能 な 限 り 最 大 限

の 農 業 生 産 を 引 き 出 す こ と に あ っ た 。 こ の 全 責 任 は 食 糧 農 業 大 臣 が 負 っ て

い る 。 農 地 を 取 得 で き る の は 、 バ ル ト ・ ド イ ツ 人 と ヴ ォ リ ュ ー ニ エ ン ・ ド

イ ツ 人 だ け だ 。 ポ ー ゼ ン と ヴ ェ ス ト プ ロ イ セ ン は 、 再 び 相 当 の 余 剰 を 旧 ド

イ ツ に 提 供 す る 「 ド イ ツ の 穀 物 庫 」 に な ら な け れ ば な ら な い 。 工 業 で は 、

戦 争 の た め に 重 要 性 を 持 つ す べ て の 防 衛 上 重 要 な 諸 工 業 経 営 を 再 建 し な け

れ ば な ら な い 。 全 東 部 地 域 は 、 原 料 、 屑 鉄 そ の 他 の 廃 品 の 供 給 に 特 別 の 尽

力 を し な け れ ば な ら な い 。 ゲ ー リ ン グ は こ れ に 「 教 会 の 鐘 」 も 含 め る 計 画

や「 総 統 の た め の 非 鉄 金 属 寄 付 」に 言 及 し た 。ま た 、特 に ア ル ミ ニ ウ ム 屑 、

ゴ ム 屑 、 皮 革 の 重 要 性 を 強 調 し た 。 経 済 の 望 ま し い 維 持 の た め に は 十 分 な

労 働 力 が 必 要 で あ り 、 こ れ は 「 広 範 囲 に ポ ー ラ ン ド 人 」 と な ろ う 。 し た が

っ て 、「 す べ て の 疎 開 諸 措 置 は 、役 に 立 つ 労 働 力 が 消 え う せ な い よ う に 行 わ

な け れ ば な ら な い 。 そ の 上 、 全 東 部 地 域 は 、 旧 ド イ ツ に 「 予 定 数 の 労 働 力

を 差 し 出 さ な け れ ば な ら な い 」 と 7 7。  

 

【 総 督 府 の 受 け 入 れ 困 難 事 情 】  

 他 方 で は 、 こ れ ま で の 西 か ら 東 へ の 、 併 合 諸 州 か ら 総 督 府 ポ ー ラ ン ド へ

の 大 量 的 追 放 計 画 は 、 ワ ル シ ャ ワ な ど 戦 闘 に よ る 破 壊 で 破 滅 状 態 に 陥 っ て

い る 総 督 府 の ド イ ツ 占 領 諸 官 庁 が 、 貧 窮 化 し た 大 量 の 人 間 グ ル ー プ の 流 入
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を さ ば く こ と で き ず 、 ま た そ う し た く も な か っ た の で 、 頓 挫 せ ざ る を 得 な

く な る 事 情 が あ っ た 。 特 に 約 25 万 人 の ユ ダ ヤ 人 が 住 む ウ ッ チ と そ の 周 辺

が 総 督 府 で は な く 、 併 合 州 ヴ ァ ル テ ガ ウ に 組 み 入 れ ら れ た こ と に よ っ て 、

追 放 す べ き 人 数 は 劇 的 に 増 加 し て い た の で あ る 。総 督 フ ラ ン ク は 、こ の 間 、

ベ ル リ ン で 「 ヴ ァ イ ク セ ル 川 東 部 の 総 督 府 を 一 種 の ユ ダ ヤ 人 保 留 地 と 見 な

そ う と す る 」傾 向 が あ る こ と に 悲 鳴 を 上 げ て い た 。彼 は 、1940 年 3 月 初 め

に は 移 住 作 戦 が 削 減 さ れ る こ と を 期 待 し 、 場 合 に よ っ て は 、「 約 10 万 か ら

12 万 の ポ ー ラ ン ド 人 、約 3 万 人 の ジ プ シ ー 、そ れ に し か る べ き 数 の ユ ダ ヤ

人 を 旧 ド イ ツ か ら 」 受 け 入 れ ざ る を え な く な る の で は 、 と 負 担 増 を 覚 悟 し

て い た 7 8。  

 そ の 間 に 、1939 年 11 月 に 停 止 さ れ た 旧 ド イ ツ に 住 む ユ ダ ヤ 人 の 追 放 が 、

40 年 2 月 に ゲ シ ュ タ ポ に よ っ て 再 開 さ れ た 。緊 急 の 契 機 は 、こ こ で も バ ル

ト ・ ド イ ツ 人 の た め の 住 居 の 確 保 で あ っ た 。 シ ュ テ ッ テ ィ ン か ら の 千 人 と

3 月 シ ュ ナ イ デ ミ ュ ー ル か ら の 約 160 人 の 追 放 は 、 外 国 で セ ン セ ー シ ョ ナ

ル に 取 り 上 げ ら れ 、 し た が っ て 外 務 省 で は 不 満 が た か ま っ た 。 3 月 24 日 、

ゲ ー リ ン グ は 帝 国 防 衛 閣 僚 会 議 議 ⾧ と し て の 職 権 で 、 さ し あ た り こ れ 以 上

の 追 放 を 禁 止 し た 7 9。  

 

【 第 二 近 距 離 計 画 の 遅 延 と 第 三 近 距 離 計 画 】  

 中 間 計 画 を 入 れ て 、 1940 年 3 月 半 ば ま で に 総 数 11 万 人 が 併 合 諸 州 か ら

追 放 さ れ 、 特 に 近 接 の ラ ド ム と ワ ル シ ャ ワ に 送 り 込 ま れ た 。 明 ら か に 予 定

よ り 遅 れ て 、 4 月 1 日 に 第 二 近 距 離 計 画 の 追 放 が 始 ま っ た 。 今 や 、 被 追 放

者 の 圧 倒 的 多 数 は 、ポ ー ラ ン ド 人 で あ っ た 。40 年 秋 に は 、改 め て か な り の

数 の ポ ー ラ ン ド 人 が 総 督 府 に 追 放 さ れ た 。 今 度 は 、 ヴ ァ ル テ ガ ウ に ブ コ ヴ

ィ ナ と ベ ッ サ ラ ビ ア の ド イ ツ 人 を 入 植 さ せ る た め で あ っ た 。 ま た 、 国 防 軍

の 訓 練 場 を 創 出 す る た め で あ っ た 。 同 時 に 、 特 に ウ ィ ー ン の 大 管 区 指 導 部

は 、39 年 秋 に 開 始 し た「 自 分 た ち の 」ユ ダ ヤ 人 の 追 放 を 再 開 す る よ う 執 拗

に 要 求 し て い た 8 0。  
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そ こ で 、ハ イ ド リ ヒ は 、1941 年 1 月 に 第 三 近 距 離 計 画 を 作 成 し た 。こ れ

は 、 併 合 諸 州 か ら 77 万 1 千 人 、 そ の ほ と ん ど が ポ ー ラ ン ド 人 と ウ ィ ー ン

の ユ ダ ヤ 人 6 万 人 を 総 督 府 に 移 送 す る こ と を 予 定 し て い た 。 こ の プ ロ ジ ェ

ク ト も ほ ん の 端 緒 に と ど ま っ た が 、 そ れ で も 警 察 は 2 月 5 日 以 降 、 約 2 万

5 千 人 の ポ ー ラ ン ド 人 を 併 合 諸 州 か ら 、 5 千 人 の ユ ダ ヤ 人 を ウ ィ ー ン か ら

追 放 し た 8 1。  

 1941 年 3 月 15 日 ゲ シ ュ タ ポ ⾧ 官 ミ ュ ラ ー は 、 ラ イ ヒ 保 安 本 部 ユ ダ ヤ 人

移 住 専 門 官 ア イ ヒ マ ン に 、 追 放 を 停 止 す る よ う 指 令 し た 。 優 先 案 件 が 変 わ

っ た 。 国 防 軍 は 総 督 府 で 対 ソ 進 軍 の 準 備 を は じ め た の だ 。 総 督 府 は 、 独 ソ

不 可 侵 条 約 段 階 と は 違 っ て 、対 ソ 攻 撃 の 前 進 基 地 と な る 。移 住 セ ン タ ー は 、

他 の 親 衛 隊・警 察 お よ び 占 領 当 局 を 協 力 し て 、そ れ ま で に 公 式 に は 36 万 5

千 人 、 後 の 計 算 で は 約 46 万 人 の 併 合 地 域 住 民 を 総 督 府 に 送 り 込 む 大 量 追

放 を 組 織 し て い た 。 そ の 中 に は 約 10 万 人 の ユ ダ ヤ 人 が 含 ま れ て い た 。 さ

ら に 何 万 人 か が 、 ダ ン ツ ィ ヒ ‐ ヴ ェ ス ト プ ロ イ セ ン に 置 け る よ う に 「 野 蛮

な 追 放 」 の 犠 牲 と な り 、 あ る い は 東 の 方 向 に 逃 亡 し た 8 2。  

 旧 ド イ ツ の 親 衛 隊 保 安 部 と ゲ シ ュ タ ポ は 、以 前 と 同 じ よ う に ユ ダ ヤ 人 の 受

け 入 れ 諸 国 へ の 移 住 を し ゃ に む に 推 進 し 、 ポ ー ラ ン ド ・ ユ ダ ヤ 人 は す で に

退 去 処 分 を 受 け 、 追 放 さ れ て い た 。 被 追 放 ユ ダ ヤ 人 に は 、 受 け 入 れ 地 で 適

切 な 宿 泊 所 は 存 在 せ ず 、 十 分 な 食 物 が な か っ た 。 受 け 入 れ 地 の ユ ダ ヤ 人 共

同 体 は 、 彼 ら を 助 け よ う と 努 力 は し た 。 し か し 、 地 域 の 占 領 当 局 か ら 支 援

を 受 け る こ と は ほ と ん ど な か っ た 。 彼 ら に と っ て は 、 被 追 放 者 た ち は む し

ろ 招 か れ ざ る も の で あ り 、で き る だ け ど こ か に 追 い や っ て し ま い た か っ た 。

ユ ダ ヤ 人 難 民 は 資 金 が な く 、 し た が っ て か な り の ⾧ 期 に わ た り 貯 え で 生 き

延 び る こ と は で き な か っ た 。 彼 ら 被 追 放 ユ ダ ヤ 人 は 、 総 督 府 の ユ ダ ヤ 人 共

同 体 の 最 も 弱 い 部 分 で あ り 、1942 年 に こ の 地 域 で 体 系 的 な 大 量 殺 害 作 戦 が

は じ ま っ た と き 、 最 初 の 犠 牲 者 と な っ た 8 3。  

 旧 ド イ ツ 国 境 隣 接 の ほ と ん ど の ポ ー ラ ン ド 地 域 か ら 、1941 年 春 ま で に ユ

ダ ヤ 人 住 民 が 追 放 さ れ た 。だ が 、新 し い ド イ ツ 諸 州 の 東 半 分 に は 、な お 40
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万 人 か ら 45 万 人 の 土 着 の ユ ダ ヤ 人 が い た 。 そ の う ち ヴ ァ ル テ ガ ウ だ け で

25 万 人 以 上 い た 。ツ ィ ヒ ェ ナ ウ 行 政 区 域 に は ま だ 4 万 人 以 上 、そ し て 、オ

ー バ ー シ ュ レ ー ジ エ ン の 東 の 「 オ ス ト シ ュ ト ラ イ フ ェ ン 」 に は 10 万 人 が

い た 。 彼 ら の 一 部 は 、 労 働 力 と し て 扱 わ れ た 8 4。  

 ナ チ 党 国 家 指 導 部 の も と も と の 計 画 、す な わ ち 、す べ て の ユ ダ ヤ 人 を 併 合

し た 東 部 地 域 か ら 遠 ざ け る こ と 、 こ れ は 頓 挫 し た 。 し か し 、 西 部 に お け る

電 撃 戦 の 勝 利 で フ ラ ン ス を 占 領 支 配 す る に 至 っ た 1940 年 夏 の 段 階 で は 、

す べ て の ユ ダ ヤ 人 を フ ラ ン ス か ら マ ダ ガ ス カ ル を 手 に 入 れ て 送 り 込 む 計 画

が 議 論 さ れ た 。 し か し 、 こ の 計 画 は ド イ ツ が フ ラ ン ス と 戦 争 を 継 続 し て い

る 間 は 実 現 不 可 能 で あ り 、 海 上 覇 権 を 得 て い な い 以 上 な ん と も で き な い こ

と は 明 白 だ っ た 。 こ れ は 一 時 的 な 単 な る 机 上 の 議 論 に と ど ま っ た 。 以 前 の

移 住 ・ 追 放 計 画 の 実 現 を め ぐ る 軋 轢 は 、 こ の 後 の 行 動 も 規 定 し た 。 ユ ダ ヤ

人 保 留 地 構 想 や マ ダ ガ ス カ ル 計 画 も 含 め 、「 領 域 的 最 終 解 決 (terr itor iale 

Endlösung)」 は 、 繰 り 返 し 議 論 さ れ 、 着 手 さ れ た 。 し か し 、 受 け 入 れ 諸 地

域 の 官 僚 的 抵 抗 は 非 常 に 大 き く 、 そ れ ぞ れ の 該 当 地 域 の 社 会 に と っ て 受 け

入 れ の 諸 結 果 は 、 極 め て 深 刻 で あ っ た 。 こ う し た 諸 経 験 が 、 占 領 諸 官 庁 に

1941 年 に も っ と 野 蛮 な 方 法 に 手 を 出 す 用 意 を さ せ た 8 5。  

 

４ ． 全 般 的 衰 弱 ・ 大 量 的 餓 死 へ の 道  

 

【 ゲ ッ ト ー 化 強 行 の 正 当 化 】  

 す で に 見 た よ う に ハ イ ド リ ヒ は 1939 年 9 月 、 ユ ダ ヤ 人 を 近 い う ち に 東

方 に 追 放 す る つ も り で 、 そ の 前 提 と し て ひ と ま ず 交 通 事 情 の 良 好 な 諸 都 市

に ユ ダ ヤ 人 住 民 を 集 中 す る こ と を 命 じ た 。 し か し 、 す ぐ に こ の 強 制 移 送 プ

ロ ジ ェ ク ト が 実 行 不 可 能 だ と わ か り 、39 年 の 年 末 に は 、集 め た ユ ダ ヤ 人 を

特 定 の 都 市 区 画 の な か に 隔 離 す る 諸 提 案 が 責 任 部 署 で 議 論 さ れ た 。し か し 、

こ れ は 併 合 し た 新 諸 州 で も 総 督 府 で も 一 般 的 な 命 令 で 自 由 に 処 理 で き る も

の で は な く 、 し た が っ て 、 ゲ ッ ト ー 化 の 進 展 に は 地 域 に よ り 非 常 な 違 い が
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あ っ た 8 6。  

ド イ ツ 当 局 は 、 ゲ ッ ト ー と 名 付 け ら れ た 閉 鎖 的 ユ ダ ヤ 人 都 市 区 画 の 形 成

で 、 い く つ か の 目 標 を 追 求 し た 。 特 に ユ ダ ヤ 人 は 集 中 さ れ 、 ポ ー ラ ン ド 人

か ら 隔 離 さ れ 、 場 合 に よ っ て は 迅 速 に 追 放 で き る よ う に し て お く 必 要 が あ

っ た 。多 く の 事 例 で は ほ か の 諸 理 由 も 挙 げ ら れ た 。ユ ダ ヤ 人 は「 汚 い 」し 、

「 伝 染 病 の 運 び 人 」 で 、 ド イ ツ 人 と ポ ー ラ ン ド 人 の 住 民 を 病 気 感 染 か ら 保

護 す る た め に は 隔 離 さ れ な け れ ば な ら な い の だ 、と 。さ ら な る 口 実 と し て 、

ユ ダ ヤ 人 は 闇 市 場 の も っ と も 重 大 な 参 加 者 で あ り 、 彼 ら の 監 視 を よ り よ く

す る こ と が で き る た め に は ゲ ッ ト ー に 集 中 し な け れ ば な ら な い の だ 。 あ る

い は 、 彼 ら の 中 に は 「 周 知 の よ う に た く さ ん の ス パ イ が い る 」 の で 、 治 安

上 の 諸 理 由 か ら 、ゲ ッ ト ー が 設 置 さ れ た の だ 、と 。最 初 の ゲ ッ ト ー は 、1939

年 末 、 ラ ド ム 近 郊 の 小 さ な 二 つ の 町 に 設 置 さ れ た 。 そ こ で は 民 政 当 局 者 が

イ ニ シ ア テ ィ ヴ を 執 っ た 。 彼 ら は 、 大 規 模 な 移 住 プ ロ ジ ェ ク ト の 実 現 を 待

つ 気 が な か っ た 8 7。  

大 規 模 移 住 挫 折 は 、 カ ー リ シ ュ の 県 知 事 ユ ー ベ ル ヘ ー ア に も ウ ッ チ （ 40

年 4 月 か ら は ド イ ツ 語 名 リ ッ ツ マ ン シ ュ タ ッ ト ） に ゲ ッ ト ー 設 置 す る 決 断

さ せ た 。彼 は 、1939 年 12 月 10 日 の 極 秘 回 状 で「 ゲ ッ ト ー 形 成 」を 伝 え 、

ナ チ 党 、ウ ッ チ 市 当 局 、秩 序 警 察 、治 安 警 察 、ど く ろ 部 隊 、商 工 業 会 議 所 、

税 務 署 な ど に 必 要 事 項 を 伝 達 し た 。 彼 に よ れ ば 、ウ ッ チ に は 「 今 日 、約 32

万 人 の ユ ダ ヤ 人 」が い た（ 実 際 に は 、40 年 4 月 末 、ゲ ッ ト ー 地 区 閉 鎖 時 点

で ぎ り ぎ り 16 万 人 ）。 彼 ら の 「 即 座 の 疎 開 は 不 可 能 」 で あ っ た 。 し か し 、

こ の 多 数 の ユ ダ ヤ 人 を 一 か 所 の 閉 鎖 空 間 に 閉 じ 込 め る こ と も で き な か っ た 。

そ こ で 、 ド イ ツ の エ ネ ル ギ ー セ ン タ ー 創 出 と フ リ ー ス ペ ー ス の た め に 必 要

な 空 間 か ら ユ ダ ヤ 人 を 「 清 掃 」 し て 、 ほ と ん ど も っ ぱ ら ユ ダ ヤ 人 が 住 ん で

い る 町 北 部 地 区 に ゲ ッ ト ー を 作 る 。 そ し て 、 町 の 他 の 地 区 に 住 ん で い る 労

働 可 能 な ユ ダ ヤ 人 は 労 働 部 門 に ま と め 、 兵 舎 ブ ロ ッ ク に 入 れ て 監 視 す る こ

と に し た 8 8。、こ の 町 の ユ ダ ヤ 人 共 同 体 代 表 は ゲ ッ ト ー の 財 政 を そ の 住 民 の

労 働 に よ っ て 賄 う こ と を 提 言 し た 。 彼 は 広 範 囲 の 工 業 を 設 立 し 、 そ こ で 男
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女 子 供 が 特 に 国 防 軍 や ド イ ツ 企 業 の た め の 衣 類 や 靴 の 製 造 に あ た っ た 8 9。  

ワ ル シ ャ ワ で は ゲ ッ ト ー 形 成 が あ ま り 直 線 的 で は な か っ た 。 こ こ で は 統

一 的 指 針 が 欠 如 し 、 非 常 に 即 興 的 に 進 め ら れ た 。 ポ ー ラ ン ド の 旧 首 都 に は

約 40 万 人 の ユ ダ ヤ 人 が 住 み 、 ニ ュ ー ヨ ー ク に つ い で 世 界 第 二 番 目 の 大 き

さ の ユ ダ ヤ 人 共 同 体 を 形 成 し て い た 。 そ の 人 数 は 、 開 戦 か ら た く さ ん 被 追

放 民 と 難 民 の 避 難 場 所 と な っ た の で 、ま だ 増 え て い た 。ユ ダ ヤ 人 評 議 会 は 、

ゲ ッ ト ー の 即 時 形 成 を 1939 年 11 月 4 日 に 要 求 さ れ た が 、さ し あ た り は ま

だ 都 市 司 令 官 の 介 入 に よ り 回 避 で き た 。 し か し 、 総 督 フ ラ ン ク と ワ ル シ ャ

ワ 地 区 ⾧ 官 ル ー ト ヴ ィ ヒ ・ フ ィ ッ シ ャ ー は 、 ワ ル シ ャ ワ に 「 ユ ダ ヤ 人 の た

め に 特 別 の ゲ ッ ト ー が 作 ら れ な け れ ば な ら な い 」 と の 見 解 で 一 致 し た 。 当

面 は 、都 心 北 部 の 主 と し て ユ ダ ヤ 人 が 住 む 地 域 が 、「 伝 染 病 封 鎖 地 区 」と し

て 警 告 標 識 と 有 事 鉄 線 で 区 切 ら れ た 。1940 年 3 月 末 、ポ ー ラ ン ド 人 青 年 一

味 が 繰 り 返 し ワ ル シ ャ ワ ・ ユ ダ ヤ 人 を 襲 撃 し た と き ― ― こ れ が ド イ ツ 占 領

当 局 に 黙 認 さ れ て い た の か 徴 発 さ れ た の か は 不 明 ― ― 、ユ ダ ヤ 人 評 議 会 は 、

2 な い し 3 メ ー ト ル の 高 さ の 壁 を 地 区 周 囲 に 張 り 巡 ら す 命 令 を 受 け 取 っ た 。

隔 離 壁 は ユ ダ ヤ 人 が 金 を 出 し て 建 設 し な け れ ば な ら な か っ た 9 0。  

か な り 沢 山 の 道 路 や 全 都 市 部 分 で の 住 居 ・ 滞 在 の 禁 止 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 生

活 圏 を だ ん だ ん と 狭 め て い っ た 。つ い に 1940 年 9 月 12 日 、フ ラ ン ク は ワ

ル シ ャ ワ で は ゲ ッ ト ー を 閉 鎖 す る こ と に し た 。「 50 万 人 の ユ ダ ヤ 人 の 危 険

が 非 常 に 大 き く 、 こ の ユ ダ ヤ 人 の 放 浪 の 可 能 性 が 禁 圧 さ れ な け れ ば な ら な

い 」 と 9 1。 11 月 半 ば 、 閉 鎖 を 実 行 し 、 ド イ ツ 人 と ポ ー ラ ン ド 人 の 警 察 官 が

ユ ダ ヤ 人 警 察 員 と 一 緒 に 、出 入 り を 監 視 し た 。4 平 方 キ ロ に 約 40 万 人 が 詰

め 込 ま れ 、 ワ ル シ ャ ワ 住 民 の 30 パ ー セ ン ト が 都 市 の 2.4 パ ー セ ン ト の 空

間 に 押 し 込 ま れ た 。 各 部 屋 で 6 人 か ら 7 人 が 生 活 し た 。 何 千 人 か は 困 窮 者

用 宿 泊 施 設 に 潜 り 込 む か 、 最 悪 の 場 合 、 露 天 生 活 を 余 儀 な く さ れ た 9 2。  

ユ ダ ヤ 人 の 劣 悪 極 ま る 生 活 諸 条 件 は 、 も ち ろ ん 、 戦 闘 と そ れ に よ る ワ ル

シ ャ ワ を は じ め と す る 諸 都 市 の 破 壊 の 結 果 で あ り 、「 ポ ー ラ ン ド の 全 般 的 経

済 生 活 へ の 深 刻 な 激 震 」 に ょ る も の だ っ た 。 そ れ が 、 人 種 階 層 の 最 底 辺 に
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イ デ オ ロ ギ ー 的 に 位 置 づ け ら れ た ユ ダ ヤ 人 に 最 も 重 く の し か か る と い う 構

造 で あ る 。 解 体 さ れ た 諸 企 業 に 代 わ っ て し ば し ば 非 ユ ダ ヤ 企 業 が 大 規 模 に

誕 生 し た 。ワ ル シ ャ ワ で は 戦 闘 終 結 後 の 数 か 月 間 に 、23 の 非 ユ ダ ヤ 系 の 大

企 業（ と い っ て も 従 業 員 20 人 以 上 の 意 味 ）が 成 立 し た 。そ の 上 、総 督 府 の

ポ ー ラ ン ド 人 住 民 の 圧 倒 的 多 数 派 は 戦 争 前 に は 農 業 に 従 事 し て い た が 、 自

分 た ち の 土 地 に と ど ま り 、 仕 事 を し 、 生 計 を 立 て て い た 。 ポ ー ラ ン ド 人 労

働 者 と 政 府 官 吏 の 大 多 数 も 、 ほ と ん ど が 向 上 や 諸 官 庁 で 彼 ら の 以 前 の 職 を

維 持 し て い た 。 こ れ と 全 く 反 対 な の が ユ ダ ヤ 人 の 経 済 生 活 で あ り 、 最 初 は

戦 闘 の 厳 し い 損 害 に よ っ て 、 そ の あ と は 、 ユ ダ ヤ 人 経 済 に 向 け ら れ た 「 体

系 的 法 的 指 令 に よ り 」 破 滅 さ せ ら れ た の で あ る 9 3 。 こ う し た 階 層 的 差 別 性

は 、 キ リ ス ト 教 が 支 配 的 な ポ ー ラ ン ド 人 大 衆 の 中 に 浸 透 し て い た 反 ユ ダ ヤ

主 義 と 関 連 し て い た こ と は 、 見 て お く 必 要 が あ る 9 4。  

閉 鎖 さ れ た ゲ ッ ト ー で は 、 食 料 が あ ま り に も 少 な す ぎ た 。 飢 餓 に 陥 り 、

衰 弱 し た ユ ダ ヤ 人 た ち に 、伝 染 病 が 蔓 延 し た 。「 通 り に は 何 百 人 も の ぼ ろ ぼ

ろ の 服 を ま と っ た 乞 食 、 子 供 が 一 切 れ の パ ン を 求 め て 泣 い て い た 。 女 性 た

ち が 通 り に 倒 れ こ み 、 飢 餓 で 疲 弊 し て い た 。 あ ま り に も ⾧ い 間 飢 餓 状 態 に

あ る も の は 、 腫 れ あ が っ た 足 、 膨 れ た 顔 に な り 、 も は や 歩 く こ と が で き な

い 。 道 路 で ⾧ い 間 横 た わ っ て い る も の は 、 再 び 立 ち 上 が れ な い 」 9 5。  

地 方 当 局 は 、1941 年 初 め に ワ ル シ ャ ワ よ り 西 の す べ て の 郡 か ら ユ ダ ヤ 人

を ゲ ッ ト ー に 入 れ る 命 令 を 出 し て 、 状 況 を さ ら に 先 鋭 化 さ せ た 。 第 三 近 距

離 計 画 の 枠 内 で ポ ー ラ ン ド 人 が 併 合 地 ヴ ァ ル テ ガ ウ か ら こ れ ら の 地 域 に 追

放 さ れ た か ら で あ る 。 そ れ は 、 ふ た た び ブ コ ヴ ィ ナ と ベ ッ サ ラ ビ ア の ド イ

ツ 人 の 場 所 を 作 り 出 す た め で あ っ た 。 そ こ で 、 約 5 万 人 の ユ ダ ヤ 人 が 住 ま

い を 去 り 、 ゲ ッ ト ー に 移 住 し な け れ ば な ら な か っ た 。 追 放 さ れ た ユ ダ ヤ 人

の ほ と ん ど は 、宿 泊 場 所 と 仕 事 を 得 る チ ャ ン ス が な か っ た 。そ の 上 、41 年

3 月 に は 、 ウ ィ ー ン と ダ ン ツ ィ ヒ か ら の 追 放 列 車 が ゲ ッ ト ー に 到 着 し た 。

い ま や 44 万 5 千 人 も が 狭 い 空 間 に 押 し 込 ま れ た 9 6。ゲ ッ ト ー 住 民 に は ゲ ッ

ト ー 規 則 違 反 に 対 し 厳 し い 罰 則 規 定 が 定 め ら れ 、 罰 金 刑 か ら 3 か 月 間 の 拘
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留 形 が 課 さ れ た 。 40 年 12 月 の 罰 則 規 定 は 、 許 可 の な い 退 去 を 死 刑 ン 処 す

る も の と し た 9 7。  

統 一 的 な 指 令 が 欠 如 し て い た の で 、総 数 約 600 の ゲ ッ ト ー が 占 領 ポ ー ラ

ン ド で 閉 鎖 時 期 や そ の と き ど き の 形 成 の あ り 方 で 違 っ て い た 。 ク ラ カ ウ や

ラ ド ム は ル ブ リ ン 市 と 同 じ よ う に ゲ ッ ト ー 化 が 全 体 と し て 1941 年 春 に な

っ て 初 め て 、 す な わ ち 対 ソ 戦 準 備 過 程 で 遂 行 さ れ た 。 ユ ダ ヤ 人 が 追 放 さ れ

た 家 々 は ド イ ツ 兵 士 の 宿 舎 と し て 使 わ れ た 9 8。  

 

お わ り に ― ― 対 ソ 戦 勝 利 の 確 信 の も と で の 追 放 構 想 ― ―  

 

【 対 ソ 戦 準 備 と 過 密 化 ・ 伝 染 病 蔓 延 ・ 大 量 死 】  

 1941 年 春 、反 ユ ダ ヤ 主 義 政 策 の 枠 踏 み が 根 本 的 に 変 化 し た 。ナ チ 国 家 指

導 部 と 国 防 軍 は 対 ソ 戦 準 備 を 開 始 し た か ら で あ る 。 ポ ー ラ ン ド の ユ ダ ヤ 人

は 戦 争 準 備 を 直 接 肌 で 感 じ る こ と が で き た 。 ド イ ツ 軍 に 場 所 を 提 供 す る た

め 、 総 督 府 東 部 の 多 数 の ポ ー ラ ン ド 人 が 、 住 居 を 明 け 渡 さ な け れ ば な ら な

か っ た 。 今 や ポ ー ラ ン ド 人 の た め に ユ ダ ヤ 人 住 宅 が 割 り 当 て ら れ 、 玉 突 き

的 に ユ ダ ヤ 人 が さ ら に ゲ ッ ト ー に 移 住 さ せ ら れ た 。41 年 春 、ル ブ リ ン や ク

ラ カ ウ 、 ラ ド ム に ゲ ッ ト ー が 設 置 さ れ た 。 同 時 に 、 既 存 の ゲ ッ ト ー の 状 態

は さ ら に 悪 化 し た 。 完 全 に 過 密 化 し た ワ ル シ ャ ワ ・ ゲ ッ ト ー で は 、 発 疹 チ

フ ス が 蔓 延 し 、 毎 月 、 何 千 人 も が 死 ん だ 。 何 十 万 の 住 民 は 餓 死 寸 前 9 9。  

 大 量 死 は 1941 年 6 月 に 治 安 平 定 ・ 射 殺 部 隊 で あ る ア イ ン ザ ッ ツ グ ル ッ

ペ が 東 部 ポ ー ラ ン ド に 進 駐 す る よ り も か な り 前 に 始 ま っ て い た の だ 。 占 領

者 は 、 自 ら が 原 因 と な っ た 、 そ し て 繰 り 返 し 嘆 か れ た 「 耐 え 難 い 状 態 」 を

契 機 と し て 、 ラ デ ィ カ ル な 除 去 策 に 突 き 進 ん だ 。 閉 鎖 と 劣 悪 な 食 糧 事 情 が

ゲ ッ ト ー で た く さ ん の 病 気 を 引 き 起 こ し 、 ド イ ツ 当 局 は 伝 染 病 伝 搬 者 と し

て ユ ダ ヤ 人 に 徹 底 的 な 態 度 を と る よ う 要 求 し た 。 ゲ ッ ト ー の 飢 餓 状 態 に よ

っ て 、ユ ダ ヤ 人 に は 闇 商 売 と 闇 市 が 死 活 問 題 と な っ た 。ド イ ツ 当 局 か ら は 、

「 ユ ダ ヤ の 闇 商 人 は 全 滅 さ れ る べ き だ 」 と な っ た 。 だ が 、 そ の 上 に 、 当 初
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の 諸 計 画 に 従 っ て 、 閉 じ 込 め ら れ た も の に 食 料 を 供 給 す る こ と も 余 儀 な く

さ れ た 。 こ の 状 況 で 、 合 理 化 専 門 家 が 計 画 に 登 場 し た 。 ワ ル シ ャ ワ ・ ゲ ッ

ト ー を 、 彼 ら は 特 に 不 採 算 と 見 な し た 。 リ ッ ツ マ ン シ ュ タ ッ ト ・ ゲ ッ ト ー

会 計 検 査 院 や ワ ル シ ャ ワ ・ ゲ ッ ト ー 経 済 性 管 理 委 員 会 の 監 査 人 は 、 ド イ ツ

当 局 が こ れ ら 二 都 市 の 強 制 住 宅 地 区 に 年 総 額 5 千 万 マ ル ク を 出 さ な け れ ば

な ら な い と 見 積 も っ た 。「 も し も 、 も っ と 多 く を 就 業 さ せ る こ と が で き ず 、

閉 鎖 を 緩 め る こ と も で き な け れ ば 」 と 1 0 0。  

 

【 ユ ダ ヤ 人 追 放 の 新 た な 展 望 】  

  ソ 連 に 対 す る 勝 利 の 展 望 に よ っ て 、 占 領 下 ポ ー ラ ン ド の ド イ ツ 当 局 幹 部

に は 、 新 し い 視 野 が 開 け た 。 1941 年 初 め に も な お 、 ハ ン ス ・ フ ラ ン ク は 、

ユ ダ ヤ 人 が 「 マ ダ ガ ス カ ル へ 、 あ る い は そ の 他 ど こ か へ 行 こ う と 、 わ れ わ

れ に は 全 く 関 心 が な い 。 わ れ わ れ に と っ て は ア ジ ア 系 の こ の ご た ま ぜ が 再

び ア ジ ア へ 逆 戻 り す れ ば 一 番 い い の だ 」な ど と 表 明 し て い た 1 0 1。41 年 3 月

17 日 に フ ラ ン ク が ヒ ト ラ ー と 昼 食 を 共 に し た と き 、ヒ ト ラ ー は 、総 督 府 は

「 ユ ダ ヤ 人 か ら 完 全 に 解 放 さ れ る 最 初 の 地 域 に な ろ う 」 と 請 け 合 っ て い た

1 0 2。 4 月 19 日 の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン で 演 説 し た フ ラ ン ク は 、 総 督 府 が

「 わ が 兵 士 の 豪 胆 さ の お か げ で 、 ド イ ツ に な り 、 ヴ ァ イ ク セ ル の 渓 谷 は そ

の 水 源 地 か ら 大 洋 へ の 河 口 ま で ラ イ ン の 渓 谷 と お な じ よ う に ド イ ツ の も の

と な ろ う 」 と 1 0 3。  

41 年 6 月 20 日 、 対 ソ 奇 襲 攻 撃 開 始 2 日 前 、 ゲ ッ ベ ル ス は ヒ ト ラ ー 、 フ

ラ ン ク を 会 っ た こ と を 日 記 に と ど め 、 フ ラ ン ク が 彼 の 支 配 領 域 の ポ ジ テ ィ

ヴ な 諸 期 待 を 述 べ た と 書 い て い る 。「 フ ラ ン ク 博 士 は 、総 督 府 に つ い て 語 っ

た 。 そ こ で は ユ ダ ヤ 人 を 追 放 で き る と 喜 ん で い る 。 ポ ー ラ ン ド の ユ ダ ヤ 民

族 は し だ い に 落 ち ぶ れ て い る 」 と 。 こ の 時 点 で な お 、 占 領 ポ ー ラ ン ド の 責

任 者 た ち は 、「 ユ ダ ヤ 人 問 題 最 終 解 決 」 が 追 放 を 意 味 す る と み な し て い た 。

し か し 、 ど こ へ 追 放 す る の か 、 そ れ は 不 明 で あ っ た 。 お そ ら く は 、 総 督 府

に 隣 接 す る プ リ ピ ャ チ 湿 地 地 帯 、あ る い は 北 ロ シ ア の 北 氷 洋 地 域 か 、と 1 0 4。 
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（ 角 川 文 庫 、 2004）。  
6  拙 稿 「 第 三 帝 国 の 国 家 と 経 済 ― ― ヒ ト ラ ー の 思 想 構 造 に 即 し て 」 遠 藤 輝
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構 造 』（ 中 公 新 書 、 1976） も 、 戦 時 期 分 析 は 欠 如 し て い る 。   
7  Dienst tagebuch des  deutchen Genera lgouverneurs in  Polen,  19． 4．
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Ebd.  
6 2  Dok .65 ,  Vermerk zur  Vorberei tung e iner Amtschefbesprechung vom 

19. 12 .  1939, Ebd. ,  S .189-190.   
6 3  Ebd. ,  S.190.  
6 4  Himmlers  Schreiben vom 20.  Mai  1940, Ebd.,  S .34.  
6 5  Ebd. ,  S.34-35 .  
6 6  Dok .25 ,  Anordnung des  RKF,  undat . ,  nach dem 19.  10 .  1939,  VEJ.  Bd. ,  

4 ,  S .113-114.  
6 7  Vor läufer  des  „Generalplans  Ost“ .  Eine Dokumentation über Theodor  

Schieders  Polendenkschr i f t  vom 7 .  Oktober 1939, hrsg .  von Angel ika  

Ebbinghausund Kar l  Heinz  Roth ,  z .  n.  ebd. ,  S .35 .  
6 8  Denkschr if t  zur „Frage der  Behandlung der Bevölkerung der  

ehemal igen poln ischen Gebiete  nach rassenpol i t i shen Ges ichtspunkten“,  

z .  n .  ebd.  
6 9  VEJ,  Bd.4,  S .35-36 .  
7 0  Dok .66 ,  Schreiben des Chefs  der S icherhei tspol ize i  und des  SD an die  

Umwandererzentral s tel le  vom 21 .  12.  1939, VEJ,  Bd.4 ,  S.190-191.  
7 1  Ebd. ,  S.192.  
7 2  Ebd. ,  S.192-193.  
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7 3  Ebd. ,  S.36 .  Dok .  71 ,  Niederschr i f t  vom 8 .  1 .  1940  von Franz  Abromeit ,  

Danzig ,  über  e ine Besprechung im RSHA, VEJ,  Bd. ,  4 ,  S.199.   
7 4  Ebd. ,  S.36 .  
7 5  す で に 19 世 紀 半 ば か ら 20 世 紀 に か け て 、 ル ー ル 地 帯 を 中 心 と す る 鉱

工 業 の 急 激 な 発 達 が 、 東 部 農 業 地 帯 か ら の ド イ ツ 人 労 働 者 を 吸 引 し 、 さ ら

に ポ ー ラ ン ド 人 労 働 力 の 需 要 を 拡 大 し 、 そ の 空 白 に さ ら に 東 の ポ ー ラ ン ド

地 域 か ら 農 業 労 働 力 を 吸 引 す る の は 、 一 方 で は 経 済 的 な 必 然 的 連 関 で あ

り 、 他 方 で は 東 部 地 域 の 民 族 構 成 の 変 化 を 意 味 し 、 ド イ ツ ・ ナ シ ョ ナ リ ズ

ム と の 軋 轢 を 抱 え る 問 題 で あ っ た 。 伊 藤 定 良 （ 2020）。 今 野 元 『 マ ッ ク

ス ・ ヴ ェ ー バ ー ― ― あ る 西 欧 派 ド イ ツ ・ ナ シ ョ ナ リ ス ト の 生 涯 』（ 東 京 大

学 出 版 会 、 2007）、 第 二 章 第 二 節 、 同 『 マ ッ ク ス ・ ヴ ェ ー バ ー ― ― 主 体 的

人 間 の 悲 喜 劇 』（ 岩 波 新 書 、 2020）、 第 2 章 。 同 『 多 民 族 国 家 プ ロ イ セ ン

の 夢 ― ― 「 青 の 国 際 派 」 と ヨ ー ロ ッ パ 秩 序 』（ 名 古 屋 大 学 出 版 会 、

2009）、 第 3 章 、 第 4 章 。 野 口 雅 弘 『 マ ッ ク ス ・ ウ ェ ー バ ー ― ― 近 代 と 格

闘 し た 思 想 家 』（ 中 公 新 書 、 2020）。 労 働 力 の 需 要 ・ 移 動 と い う 経 済 的 な

連 関 と ナ シ ョ ナ リ ズ ム ・ 国 民 的 経 済 と の 衝 突 な い し 軋 轢 は 、 現 代 の 重 要 問

題 で も あ り 、 ブ レ ク ジ ッ ト 紛 争 の 主 要 な 原 因 の 一 つ で も あ る 。  
7 6  Niederschr if t  der  Besprechng Görings  mit  den Chef  der  

Besatzungsbehörden in  den  annekt ierten westpolnischen Gebieten über  

Wirtschafts fragen in  Kar inhal l ,  12 .  2 .  1940,  IMG, Bd.XXXVI,  Dok .  305-

EC,  S .300 .  
7 7  IMG, Bd.XXXVI ,  Dok .  305-EC,  S .300-301. こ の 会 議 で は 、 民 族 強 化 全

権 と し て 参 加 し て い る ヒ ム ラ ー が 、 7 万 人 の バ ル ト ・ ド イ ツ 人 と 13 万 人

の ヴ ォ リ ュ ー ニ エ ン ・ ド イ ツ 人 の た め の 空 間 を 創 出 し な け れ ば な ら な い と

発 言 。 こ れ ま で 、「 お そ ら く 30 万 人 （ 8 百 万 人 の ポ ー ラ ン ド 人 の う ち ） よ

り も 多 く は な い 人 数 が 疎 開 し た ん と ど ま っ て い る 。 ヴ ォ リ ュ ー ニ エ ン ・ ド

イ ツ 人 の た め に は 、「 今 年 、 ポ ー ゼ ン 、 ヴ ェ ス ト プ ロ イ セ ン 、 南 東 プ ロ イ

セ ン 、 総 督 府 隣 接 の 帯 状 地 帯 か ら ポ ー ラ ン ド 人 農 民 を 移 住 さ せ る こ と に な

ろ う 」 と 。 し か し 、 住 民 移 し 替 え の 困 難 と 戦 時 の 必 要 性 か ら 、 当 面 、 4 万

人 の リ ト ア ニ ア ・ ド イ ツ 人 、 8 万 か ら 10 万 の ブ コ ヴ ィ ナ ・ ド イ ツ 人 、 10

万 か ら 13 万 の ベ ッ サ ラ ビ ア ・ ド イ ツ 人 の 計 画 は 、 見 合 わ せ た と 。 さ ら

に 、 ヴ ァ イ ク セ ル 東 方 の ル ブ リ ン 地 域 ― ― ユ ダ ヤ 人 保 留 地 と 予 定 さ れ て い

る ― ― か ら 3 万 人 の ド イ ツ 人 を 新 し い 東 部 大 管 区 に 事 が 必 要 に な る と

も 。 Ebd. ,  S .305-306.   
7 8  Das  Diensttagebuch des  deutschen Generalgouverneurs in  Polen 1939-
1945,  hrsg .  v .  Werner  Präg und Wolfgang Jacobmezer ,  Stut tgart  1975,  

S .146f .(4 .  3 .  1940),  z .  n .  VEJ ,  Bd.4 ,  S .37 .   
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7 9  Verfo lgung,  Vertre ibung,  Vernichtung.  Dokumente des faschist i schen 
Ant isemit ismus 1933  bis  1942 ,  hrsg.  von Kurt  Pätzold,  Frankfurt/M. 

1984,  Dok . 233 ,  S .262,  z .  n .  VEJ,  Bd.4 ,  S .37 .  
8 0  VEJ,  Bd.4,  S .37 .  
8 1  Ebd.  野 村 真 理 『 ウ ィ ー ン の ユ ダ ヤ 人 ― ― 19 世 紀 末 か ら ホ ロ コ ー ス ト

前 夜 ま で 』（ 世 界 思 想 社 、 2012）。 史 料 集 で は 、 こ こ に 追 放 ユ ダ ヤ 人 の 悲

惨 な 状 態 を 描 く も の と し て 、 カ プ ラ ン の 日 記 の 一 節 を 紹 介 し て い る 。 一 次

史 料 と し て 貴 重 な 日 記 全 部 を 参 照 さ れ た い 。 ハ イ ム ・ A・ カ プ ラ ン 著 ア ブ

ラ ハ ム ・ I・ キ ャ ッ チ 編 『 ワ ル シ ャ ワ ・ ゲ ッ ト ー 日 記 ― ― ユ ダ ヤ 人 教 師 の

記 録 』（ 上 ）（ 下 ）（ 松 田 直 成 訳 、 風 行 社 、 1993,  1994）。 1939 年 9 月 1 日

の 戦 争 勃 発 か ら 42 年 8 月 4 日 夜 の 日 記 で あ る 。  
8 2  VEJ,  Bd.4,  S .  38 .  
8 3  Ebd.  
8 4  Ebd.  
8 5  Ebd.   
8 6  Ebd,  S .  46 .   
8 7  Ebd.  
8 8  Dok .  54,  Rundschreiben (geheim) des  Regierungspräs identen  in  

Kal isch ,  Uebelhoer,  an die  örtl ichen Parte i-  und Pol izeibehörden vom 10.  

12 .  1939,  VEJ ,  Bd.4 ,  S .171 .  
8 9  国 防 軍 用 の 製 品 の 生 産 に よ り 、 こ の ゲ ッ ト ー は 占 領 下 ポ ー ラ ン ド の す

べ て の ゲ ッ ト ー の な か で 一 番 ⾧ く 存 続 し え た 。 解 体 は 1944 年 夏 で あ っ

た 。 た だ し 、 1941 年 10 月 以 降 、 戦 時 中 の 「 臨 時 措 置 」 的 「 部 分 疎 開 」 政

策 の 強 行 に よ り 、 ウ ィ ー ン な ど か ら ウ ッ チ に 新 し く 連 行 さ れ た 2 万 人 の

ユ ダ ヤ 人 や 5 千 人 の ジ プ シ ー は 、 燃 料 ・ 食 料 ・ 宿 泊 所 な ど の 欠 乏 で 受 け

入 れ 余 地 な し と し て 、 12 月 か ら 郊 外 ク ル ム ホ ー フ に お い て 移 動 型 ガ ス 自

動 車 で 殺 害 さ れ た 。 永 岑 「 特 殊 自 動 車
ゾ ン ダ ー ヴ ァ ー ゲ ン

と は 何 か ― ― 移 動 型 ガ ス 室 の 史 料 紹

介 」『 横 浜 市 立 大 学 論 叢 』 第 56 巻  社 会 科 学 系 列  第 3 号 、 同 『 ホ ロ コ ー

ス ト の 力 学 ― ― 独 ソ 戦 ・ 世 界 大 戦 ・ 総 力 戦 の 弁 証 法 』 (青 木 書 店 、

2003)、 第 4 章 、 第 5 章 。  
9 0  Dienst tagebuch des  deutschen Genera lgouverneurs ,  S .59(7 .11 .1939) ,  

z .  n .  VEJ ,  Bd.4 ,  S .47.  ゲ ッ ト ー 内 部 の 次 の 日 記 (一 次 史 料 )は 、 1940 年 1

月 か ら 始 ま る 。 す で に 「 ワ ル シ ャ ワ の ユ ダ ヤ 人 の 死 亡 率 は お そ ろ し く 高 く

な っ て い る 」。 エ マ ヌ エ ル ・ リ ン ゲ ル ブ ル ム 『 ワ ル シ ャ ワ ・ ゲ ッ ト ー ― ―

捕 囚 1940‐ 42 の ノ ー ト 』（ 大 島 か お り ・ 入 谷 敏 男 訳 、 み す ず 書 房 、

1982）、 6。 42 年 9 月 22 日 、 ヒ ト ラ ー の 「 速 や か な 突 然 の 没 落 し か わ れ

わ れ に 救 済 を も た ら し え な い 」。「 抵 抗 を し な け れ ば な ら な い 。 大 人 も 子 供
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も 、 敵 に 向 か っ て 身 を 守 ら ね ば な ら な い 」（ 同 262， 263）。 日 記 の 最 後

は 、 42 年 12 月 14 日 。 隠 れ 場 所 を 作 る 苦 労 、 せ っ か く の 「 潜 伏 場 所 が ば

れ る ケ ー ス の 90 パ ー セ ン ト ま で 、 あ ば き 手 は ユ ダ ヤ 人 警 察 だ っ た 」

（ 273）。  
9 1  Dienst tagebuch des  deutschen Genera lgouverneurs ,  S .281 ,  z .  n .  VEJ,  

Bd.4 ,  S .  47 .  
9 2  VEJ,  Bd.4,  S .  47 .  
9 3  Dok .  162 ,  Denkschr if t ,  Ju l i/August  1940:  Die Zerstörung der  

jüdischen Posi t ionen in Polen ,  VEJ,  Bd.4,  S.  370 .-371.   
9 4  ポ ー ラ ン ド に つ い て は 、 小 原 雅 俊 ・ 松 家 仁 共 編 訳 『 論 争 ・ ポ ー ラ ン ド

現 代 史 の 中 の 反 ユ ダ ヤ 主 義  :  資 料 集 』（ 東 京 外 国 語 大 学 海 外 事 情 研 究 所 、

正 、 続 、 第 2 集 、 1997～ 、 1998。 特 に 第 三 帝 国 対 ソ 攻 撃 開 始 直 後 の 暴

発 。 松 川 克 彦 「 ポ ー ラ ン ド の ユ ダ ヤ 人 と イ ェ ド ヴ ァ ブ ネ 事 件 」『 世 界 の 窓

― ― 京 都 産 業 大 学 世 界 問 題 研 究 所 所 報 』 第 17 号 、 京 都 産 業 大 学 、 2002

年 、 解 良 澄 雄 「 ホ ロ コ ー ス ト と 「 普 通 の 」 ポ ー ラ ン ド 人 ― ― 1941 年 7 月

イ ェ ド ヴ ァ ブ ネ ・ ユ ダ ヤ 人 虐 殺 事 件 を め ぐ る 現 代 ポ ー ラ ン ド の 論 争 」『 現

代 史 研 究 』 第 57 号 、 現 代 史 研 究 会 、 2011 年 、 同 「 ポ ー ラ ン ド と ホ ロ コ ー

ス ト ― イ ェ ド ヴ ァ ブ ネ か ら の 問 い か け 」 石 田 勇 治 ・ 川 喜 田 敦 子 編 『 ナ チ ズ

ム ・ ホ ロ コ ー ス ト と 戦 後 ド イ ツ 』（ 勉 誠 出 版 、 2020）、 第 6 章 。  
9 5  Ber icht  Sophie  Lev iathan,  AŹIH,  302/233,  Bl .32 ,  z .  n .  VEJ,  Bd.4 ,  S.  

48 .  
9 6  Götz  Aly ,  “Endlösung”.  Völkerverschiebung und der  Mord an den 

europäischen Juden,  Frankfurt/M. 1995, S .  74 ,  83f ,  z .  n .  VEJ ,  Bd.  4 ,  S .  

48 .  
9 7  Dok .  211 ,  Schre iben des  Chefs des  Distr ikts  Warschau,  vom 17 . 12 .  

1940,  VEJ ,  Bd.4 ,  S .  466 .  
9 8  VEJ,  Bd.4,  S .  48 .  
9 9  VEJ,  Bd.  4 ,  S.54 .  1942 年 以 降 の 絶 滅 政 策 期 に お け る ユ ダ ヤ 人 の 絶 望

的 状 態 が 、 す で に 41 年 春 に 始 ま っ て い た こ と を 確 認 す る 必 要 が あ ろ う 。

ブ ラ ド カ ・ ミ ー ド 『 壁 の 両 側 ― ― ワ ル シ ャ ワ ・ ゲ ッ ト ー 1942～ 1945』（ エ

リ ・ ヴ ィ ー ゼ ル 序 文 、 滝 川 義 人 訳 、 ク プ ク プ 書 房 、 1992）、 ア ブ ラ ハ ム ・

レ ビ ン 『 涙 の 杯 ― ― ワ ル シ ャ ワ ・ ゲ ッ ト ー の 日 記 』（ A・ ポ ロ ン ス キ ー

編 、 滝 川 義 人 訳 、 影 書 房 、 1993）。  
1 0 0  Dienst tagebuch des  deutschen Genera lgouverneurs ,  S .330f .  z .  n .  VEJ ,  

Bd.4 ,  S .54 .  
1 0 1  Ebd.(22.  1 .  1941) .  PS-2233,  IMG,  Bd.29,  S .  469 .  
1 0 2  Ebd.(19.  4 .  1941) .  
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1 0 3  19 .  4 .  1941,  PS-2233,  IMG,  Bd.29,  S .  471.   
1 0 4  Die  Tabebücher von Joseph Goebbels ,  Tei l  I :  Aufzeichnungen 1923-

1941.  Bd.9 :  Dezember  1940- Jul i  1941,  hrsg .  Und bearb.  Von Elke  

Fröhl ich ,  München 1998,  S .389f .  z .  n .   VEJ ,  Bd.4 ,  S .  55.  ド イ ツ 民 族 性

強 化 の ⾧ 期 構 想 は 、 実 現 可 能 性 が な く な っ た ス タ ー リ ン グ ラ ー ド 敗 北 後

も 、 い や 終 戦 間 近 ま で 「 学 術 的 に 」 練 ら れ る こ と に な る 。 パ ト リ ッ ク ・ ヴ

ァ ー グ ナ ー 「 入 植 と 大 量 虐 殺 に よ る 「 ド イ ツ 民 族 」 の 創 造 ― ― 「 東 部 総 合

計 画 」 と 学 術 的 民 族 研 究 」 石 田 ・ 川 喜 田 編 （ 2020）、 第 五 章 。  


